


[image: ]







[image: ]








１．怒りの鉄拳

２．思わぬ展開

３．もしかして溺愛？

４．悲しい電話

５．本当の気持ち

６．紗穂の逆襲









１．怒りの鉄拳








　連休前の飲み会では、羽目を外す若手医師が必ず現れる。普段は緊張の日々を送っているものだから、お酒が入るとタガが外れて理性がぶっ飛ぶまで飲んでしまうのだ。

　内科専攻医の小こ嶋じま紗さ穂ほは、無謀にもイケメン医師、檜ひ山やま直なお斗との気を引こうと必死な、同期の中なか野の医師に同情の目を向けつつ軽く酒を飲んでいた。

　紗穂は自分が酒に呑まれるタイプだとわかっているので、今夜は控えめにしていた。隣では、ベテラン産婦人科医が紗穂に話しかけながらドリンクメニューを真剣な顔で眺めている。

「小嶋先生、もっと飲みます？」

「ありがとうございます。でも、中野先生みたいになりそうなので、自制してジンジャーエールで我慢しておきます」

　目の前では、檜山医師に中野が抱きつくシーンが展開されており、檜山がうまくかわしつつ彼女との距離を広げていた。

「あー、派手にやらかしているね」

「ですね。週明けには知らん顔して出勤するんでしょうか？　私的にはそこが一番気になるところです」

「ははっ！　小嶋先生はクールね。同期の中野先生が心配じゃないの？」

「心配というよりも、いろいろと溜まっているのだろうと同情しています。同類相憐れむというところでしょうか」

「確かに私も専攻医の頃は心身ともにボロボロだったから、知らないうちにやらかしているかもしれないわね。ま、今も忙しさは大して変わらないけど」

　紗穂は産婦人科医と目を見合わせて頷き合い、互いの苦労を慰め合ったのだった。

　二時間ほど経って、やっと会がお開きになり、それぞれが店の外に散らばる。明日も忙しい医師は早々にタクシーに乗り込んでいる。

　悪酔いしていた中野医師を探すと、医局長によってタクシーに押し込まれているところだった。強制帰宅になるのだと安心して、紗穂はその場を離れる。

　明日から二日間は一ヶ月振りの連休だ。内心では嬉しさマックスでテンションが上がっている。このまま帰るのはもったいない気がして、以前入ったことのある雰囲気のいい店で一人で飲もうとバーに向かった。

　その店は雑居ビルの二階にある隠れ家バーで、女性が一人でも安心して過ごせる店なのだ。厚い木製のドアを開けると客はまばらで店内は静かだ。紗穂はホッとして店に入る。

「いらっしゃいませ、お好きな席にどうぞ」

　初老の店主にそう言われ、カウンターの隅に陣取った。

　テーブルに置かれた手書きのメニューの中から、音の響きのいいカクテルを選んで注文し、ぼんやりと店内を見渡す。洗練と気安さが同居した居心地のいい店で、店主の目が行き届いている所が気に入っている。

　医学部を卒業して三年が経ち、紗穂は二十六歳になったが、まだ一人前の医師には程遠い。あまりにも忙しい日々を送っているものだから、透明人間みたいにぼんやりできるこの店は、紗穂にとってある意味癒しの空間だ。

「お待たせしました」

　スッと、目の前に背の高いグラスが置かれる。目に優しい黄色の発泡酒はミモザという名のカクテルで、浮ついた今の気分にぴったりだ。

　口元に近づけると、シュワシュワと泡が弾けて爽やかな香りが立つ。

　泡が喉元を通り過ぎ、後には優しい酔いとオレンジの香りが残った。

「美味しい」

　思わず口に出してハッとする。女性が酒を飲みながら独り言だなんて、寂しすぎるではないか。

　美味しい酒はすぐになくなりそうだ。次は何にしようか……とメニューを睨んでいると、声がかけられる。

「隣、いいですか？」

　顔を上げると、見知った顔がこちらを見下ろしている。

「檜山先生！」

「お疲れさまです。ここで小嶋先生に会えるとは」

　それはこっちのセリフだと思いながら、紗穂は美形の整形外科医を見上げる。

「明日から連休なので浮かれて飲んでいます」

「俺も。とはいっても、何かあれば明日は呼び出される運命だけど」

「それはお気の毒」

　檜山は隣で乾いた笑い声を上げた。

　彼は外見が美麗な上に腕がいいので、院内では一目置かれる存在だ。おまけに実家は大きな総合病院で、院内の女性スタッフの間では究極のスパダリ認定されている。

　紗穂は内科医なので、整形外科医の檜山との絡みはほとんど無いが、たまに檜山から患者を紹介されて診察をしている。

　全てにおいて完璧な檜山は、紗穂から見ればどこか胡散臭い。人には言えない弱点や闇の部分があるのではないか？　と勘繰っているのだが、今の所何も見つかっていない。しかし、見惚れるほどのイケメンであるのは間違いないので、密かに観賞用として楽しんでいた。

　檜山を酒の伴にするのも悪くない。紗穂は隣に視線を向けて話しかける。

「さっきの飲み会では、かなり絡まれていましたね」

「しがない同僚に絡むのは後々バツが悪いだろうに、中野先生には癒しが必要なのかもしれませんね」

　気の毒そうに呟くが、中野は病んでいるというよりは、好きで絡んでいるだけのような気がする。紗穂は曖昧に微笑んでカクテルに口を付ける。

「それ美味しそうですね。こちらまで柑橘系の香りが漂ってきます」

「シャンパンとオレンジ果汁のカクテルだそうです。美味しいですよ」

「へえ」

　お愛想だと思ったら、マスターに同じものを頼んでいる。紗穂は檜山の率直さを好ましく思った。

「もしかして、中野先生は檜山先生に好意を持っているのかも。先生は無意識に魅力を振りまいているんじゃないですか？」

　その言葉がよっぽど意外だったのか、檜山が目をまん丸にして紗穂を見つめる。

　『いやいや、そんなことは無いですよ』なんて、余裕のある返事を予想していたのに、檜山の素直な反応に普段とのギャップを感じて、紗穂の胸が少しだけ動揺する。

「単に自分が絡まれやすいタイプなのかと思っていたけど」

　戸惑う姿が可愛らしく見えて、紗穂の胸にちょっとした悪戯心が芽生えてくる。檜山の顔を上目使いに覗き込んで、笑顔で言葉を続ける。

「魅力を振りまいていることは否定しないんですね？」

　紗穂の言動に全く動揺を見せず、檜山は淡々と話す。

「魅力って……そんなもの、振り撒く余裕も意図も無い。こちらの内面を知らない人に、勝手に好意を持たれても迷惑なだけなんだけど」

「うっ……」

　ついさっき可愛いと思えた檜山の口から、少々毒のある言葉が吐かれて、紗穂の背に冷たい汗が走る。

　魅力の玉手箱のような外見の中身は、以外にも辛辣なのかもしれない。もしこちらが好意を持ったとしても、悟られた途端に嫌われそうで怖い。

　なるほど、浮いた噂を聞かないのはこの性格のせいか。無言になった紗穂に気がつき、檜山はニヤッと笑いかけてくる。

「小嶋先生どうしました？　もしかして俺の言い方がキツかった？」

「ま、まぁ……キツイというより、今後は迂闊なことは言えないなぁと思って、自重して黙っていました」

　そういうと、檜山がハハハッ！　と楽しそうに笑い出す。

「耳に痛いな、確かに言い過ぎました。中野先生を決して嫌っているわけではないんですよ」

「本当ですか？　私は争いごとが苦手なので、それを聞いてちょっと安心しました。かといって中野先生の心配はしていないんですけど」

　そう言うと檜山はまたアハハと笑い、とびきりの笑顔を向けてくれる。

　まさしく眼福だが、そこまで面白いことを言った覚えはないので、紗穂は戸惑っていた。

「小嶋先生は面白い」

「そうですか？　逆に真面目すぎて面白味のない女だと言われたことはありますけど」

「いや、面白いよ。そこまで正直だと、仕事がやりにくくないか？」

　檜山の口調がくだけたものに変わった。今までは他人行儀な態度に徹していたくせに、どうしたことだろう？

　紗穂は戸惑いながらも、それが嫌ではないことに気がつく。そう、決して嫌ではないのだが、自分がそれほど面白い人間だとは思えないので、そこのところは否定しておきたいところだ。

「私は別に『いい人』ってわけじゃないから、正直すぎて困ったこともありません。それより、檜山先生こそ意外と話しやすい方だったんですね。今までは完璧すぎて近寄りがたかったんですけど、イメージが変わりました」

「仕事中は『我』を出さないようにしているからな。こんなくだけた口調も他の人にはしたことはないけど、不思議と小嶋先生は話しやすい」

「それはどうも」

　なぜか檜山に気に入られたようで、その後は彼の軽快な話術に乗せられ話が弾んだ。紗穂は酒を奢られ、いい気分でバーを後にした。

　ほろ酔いの紗穂を心配して、檜山も一緒に店を出て階段を下りる。途中でよろけて倒れそうになった紗穂は、檜山に腕を取られ難を逃れた。

「すみません。ちょっと酔っちゃいました」

　見上げるとすぐ近くに檜山の顔があり、気安い笑顔を浮かべる彼の顔に紗穂はボーッと見惚れていた。

「いつもこれくらい飲むの？」

「いいえ。お酒は好きだけど弱いので、いつもは用心して飲んでいます。今夜は檜山先生がいたから油断していました」

「それならいいけど……」

　檜山の存在を間近で感じて、紗穂は内心で少々焦っていた。紗穂の腕を掴む彼の手の力は強く、熱が薄手のブラウスから伝わって、まるで素肌を掴まれているように感じられる。

　目が合い、どうしてだか視線が離せなくなる。暗い階段の途中で二人の空間だけ真空になったみたいに音が消え、紗穂はただ檜山を見つめていた。

　あと十センチ、互いに近づいたら多分唇は重なってしまう。早鐘を打つ心臓の鼓動だけが紗穂の耳に届いて、内心では『キスしてほしい』と思っていた。

　近づく熱に思わず目を閉じると、唇がそっと押しつけられる。優しく、少しだけぎこちないキスは次第に熱を帯び、紗穂の舌が絡めとられ強く吸われる。

「んふ……ぅ」

　思わず零れた鼻声は恥ずかしいほどに甘いけれど、そんな声も互いの耳には届いてこない。夢中で舌を絡ませ合い、体を密着させる。

　唇を繋いだままで、紗穂の背が壁に押し付けられ、体がふわりと持ち上げられる。足の間に硬いものが押し付けられ軽く腰を揺さぶられると、蕩けるような愉悦が背を走る。

「あぁ……」

　檜山が呻くように呟き、紗穂の胸がズキン……と震える。

　完全に二人だけの世界に入りこみ、キスの味に酔っていた。そうして行為はエスカレートしていく。

　檜山の膝が紗穂の脚を割り、ますます股間が密着する。紗穂は壁に磔にされたまま、されるがままになっていた。

　キスは極上に甘く、溢れる唾液でさえ最高の美酒のように感じられる。衣類越しに胸を弄られ、ブラウスの裾がスカートからはみ出してしまう。

「あ……っ」

　胸の先端がブラの生地に擦られて、ジン……と快感が生まれ思わず声が漏れる。

「可愛い声、もっと聞かせて」

　耳元で囁かれ、耳朶を喰まれて、紗穂はブルッと身体を震わせた。

「や、そこ、弱いの……っ」

　少しだけ檜山の胸を押すけれど、力は弱く、もとより拒絶する意思はなかった。檜山の手が大胆にもブラウスの裾から入ってきて、ブラを押し上げる。

「あっ！　やめ……」

　弱々しい声で拒絶しようとしたけれど、檜山はやめない。乳房が檜山の手で包まれ、揉みしだかれる。

「あぁ……っ、やぁ……」

　拒絶する声は小さく、それよりも乳房の先端を指先で摘まれて、下腹部が疼いて震えが止まらない。

「あぁ……その声、たまらないな」

「……っ」

　……そんな、一瞬のエアポケットみたいな甘い時間は、階段を上がってくる別の客の声のせいで終わりを告げた。

　体が下され、檜山の熱が紗穂から離れていく。

「……ごめん。我を忘れてしまった」

「い、いいえ。私こそ……その……」

　気まずい空気が流れるが、それでも檜山は紗穂の着衣の乱れを直し、足がおぼつかない紗穂に寄り添って通りに出る。

「あの……結局全部奢ってもらって、申し訳なかったです」

　気まずさを感じながら、小声で紗穂は礼を言う。

「俺が好きで奢ったんだから気にしないで」

「お礼は、今度ランチでも……」

「いや、それは悪いよ」

　素面に戻った檜山に無惨にも断られてしまう。気落ちする紗穂の腕を、檜山はしっかり掴みタクシー乗り場に向かう。階段での一瞬の激情など無かったかのように冷静な声で問いかけられる。

「家はどの辺？」

「あ、病院の近くのマンションで……」

「逆方向か。ちゃんと住所を言える？」

「大丈夫です。酔いは醒めました」

　貴方のキスですっかり酔いが醒めました。とは言えず紗穂は俯く。

　タクシーはすぐにやってきた。紗穂をタクシーに押し込むと、運転手にお願いしますと言い、一瞬、紗穂に甘い眼差しを向けて頷いた。そうして、檜山は手を振って歩き出す。

「あ……」

「お客さん、どこまで行かれます？」

　運転手に住所を伝え、紗穂は小さくなっていく檜山の姿を見送る。

（お礼、ちゃんと言えなかった）

　階段での激情に駆られたキスを思い出し、紗穂は上気した頬に冷たい両手を押し当てる。

　映画のワンシーンのようなキスだった。あんな恥ずかしいことを、自分がついさっき経験したなんて信じられない。紗穂はシートに体を預けて大きな息を吐く。

「ふぅ……」

　偶然同じバーに居合わせたおかげで、檜山との距離が一気に縮まった気がして、嬉しかった。それだけでよかったのに……階段で激しくキスをされて、夢中で応えた自分を引っ叩きたい。

　あれは拒むべきだった。なのに、あまりにも気持ちよすぎて夢中になってしまい、おまけにランチに誘って無惨に振られるなんて、恥ずかしすぎる。

　魅力的な外見の裏には、ある意味ドライで率直な性格が隠れていた。それなのに存在自体に色気があって、思わず彼の魅力に引き込まれそうになる。

　檜山は不思議な人だ。

　どうぞ、来週会っても檜山が通常運転でいてくれますように……紗穂はそう願うばかりだった。
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　ピピピッ、ピピピッ、ピピピーーー！

「うっ……なんでアラームが？」

　紗穂はベッドサイドのスマートフォンを取ると、薄目を開けてアラームのセットをオフにした。今日は久しぶりの貴重な休日なのに、いつものようにアラームをオンにしたまま寝てしまったのだ。しかし、意地でも二度寝を決め込もうと、布団を頭から被る。

　その後、地鳴りのような音で目覚めた時には、カーテンの隙間から明るい日差しが入りこむ時刻になっていた。音の正体を探すと、スマートフォンがベッドの下に落ちたままブルブルと震えている。

「もう……っ、誰？」

　今度ばかりはしっかりと目を開いて、スマートフォンを拾い上げる。電話をしてきた相手を確認すると、従姉妹の帆ほの夏かからだった。帆夏は看護学校を卒業して今年就職したばかりだ。母親同士が姉妹で、子供の頃から親しくしていたので、紗穂は妹のように可愛がっていた。最近彼氏ができたと嬉しそうに報告してくれていたので、『一度会わせなさいよ』などと話していたのだった。

「もしもし」

『紗穂ちゃん？』

「うん。どうしたの？　元気？」

　地下からの電話かと思うほどの暗い音声に、少しだけ違和感を覚え一気に不安になる。帆夏の声は沈んでおり、紗穂は悪い知らせではないかとドキドキしてきた。

『あのね、私……彼と別れたの。もう死にたい』

「……えっ？」

　驚いて紗穂はベッドから起き上がる。

「帆夏、どういうこと？　今どこにいるの？」

「今はマンションにいる」

　普段から穏やかで感情の揺れがない帆夏の、『死にたい』という言葉に、頭を殴られたような衝撃を受け、紗穂は寝室を出てリビングを動き回る。話を一通り聞き終わると、身支度をして帆夏のマンションに急いで向かった。

　相手は居酒屋で知り合った医師だということは知っているが、詳しいことは会って話すことにした。

　親には言えないし、相手の男性も何やら訳ありのようで、ずいぶんと心細い思いをしているようだ。

　途中のコンビニで色々と買い込んでマンションの部屋を訪ねると、部屋着の帆夏がいつもとは全く違うやつれた顔で紗穂を迎え入れる。

「紗穂ちゃん、ごめんなさい」

「謝ることじゃないわ。とにかく話を聞かせて」

　紗穂が買ってきたペットボトルのお茶を飲みながら、帆夏がポツリポツリと話を始める。

「前に話したと思うけど、同僚の看護師と飲みに行った時に彼と知り合ったの。誰もが二度見するようなイケメンで、私、バカだからボーッとなっちゃって……」

「そう……」

「それから、アドレスを交換して二人っきりで会うようになって……」

　帆夏から聞かされたのは、男女が普通に出会って交際が深まっていった経過で、何らおかしいところはなかった。しかし、帆夏が妊娠を告げた後の相手の反応は、震えるほどに冷たいものだったと言う。

　そこまで聞かされて、紗穂は驚きのあまり変な声を出してしまう。

「にっ！　ええっ？　帆夏、妊娠しているの？」

　紗穂の問いかけに、帆夏は肩を震わせて俯く。

「うっ……それが……、『堕すんだろう？』って軽く言われて、別の日にもすごく脅されて銀行の封筒に入った札束を投げつけられたの。私、ショックで何も考えられなくなって……病院に行こうと思ったけど、行けなくて……仕事を休んで寝込んでいる時に、赤ちゃんを流産してしまったの……」

「ああ、なんてこと！　帆夏、かわいそうに……酷い男だね、人をなんだと思っているんだろう。鬼かな」

　帆夏が涙ぐみながら頷く。普段から穏やかな性格だけれど、酷い目に遭っても泣き叫んだりしないことに紗穂は違和感を覚える。

「私も鬼だよ。だって、子供を流産したってお医者様から聞かされた時に、何も感じられなかったもの。紗穂ちゃん、私どうしちゃったんだろう」

「帆夏……」

　男と別れたことよりも、帆夏は自分がしたことに深く傷つき心を病んでしまっているようだ。それにしても相手は医師とは思えない外道さではないか！

　しかし、紗穂は帆夏の話を聞いている内に、相手の男性が自分の知っている人物かもしれないと思い動揺している。

　行動範囲は少し違っているが、同県の公立病院に在籍する整形外科医で、実家は病院を経営している男性。身長が高く、誰もが二度見するほどのイケメン。

　嫌な予感に襲われながら、紗穂は相手の名を尋ねる。

「ねえ、その男の名前を聞いていい？」

「紗穂ちゃん知っているかもしれない……檜山直斗さんっていうの」

「……えっ？」

　紗穂の思考が止まり、頭の中がシーンと真空になった。

　人は本当に驚くと言葉を失うらしいが、まさに今の紗穂は何も言葉が見つからず、目の前の従姉妹をただ凝視していた。

　紗穂の脳裏にはバーでの檜山の姿や、階段で抱きすくめられた際に間近で見上げた澄んだ瞳が浮かんでいた。

（嘘でしょう？　ありえない！　あの檜山先生が……）

　本当に檜山なのか？　本当に？　その問いだけが頭の中をぐるぐると回る。

　しかし、目の前の帆夏は動揺する紗穂を心配そうに見ているし、帆夏が嘘を言う必要はどこにもない。

　紗穂は、ヒリついた喉から声を振り絞り尋ねた。

「本当に檜山直斗先生なの？」

　帆夏は頷き、怪訝そうな顔で首を傾げる。

「紗穂ちゃん、直斗さんを知っているの？」

「知ってる。身長は百八十センチ程の整った顔の整形外科医で、実家は大きな病院を経営している……で合ってる？」

　そして、紗穂が気になり始めた人だ。そんなこと、帆夏には絶対に言えないけれど。

　帆夏が両手で顔を覆ってうずくまった。

「そう……その檜山直斗さん。ドクターだからっていうわけじゃないけど、信じ切っていたの。紗穂ちゃん、私、悔しい」

「帆夏……」




　楽しいはずの連休は、心が乱れてしまい満喫できずに終わった。

　話はあれだけでは終わらなかった。

　妊娠が発覚してから、檜山は引っ越しをして電話も繋がらないと帆夏は言っていた。

『流産した後で連絡を取ろうとしたけど、通信アプリや電話にも出ないの。病院に押しかけたら訴えられそうでできないし……まるで元からいなかった人みたいな感じ』

　帆夏は、会うのはいつも自分のマンションかホテルだったのを思い出し、最初から捨てるつもりだったのかもしれないと気がつき愕然としたと言ったが、なんとなく腑に落ちない。

　紗穂が気が付かないだけなのかもしれないが、ここ最近の檜山の態度には何ら変化はなく、帆夏の言うことが本当なら、檜山は二面性のある恐ろしい男だということになる。

　紗穂は檜山が同僚だと帆夏にはまだ伝えていない。それは、事実を確認してからにしようと思ってのことだった。

　帆夏を心配する気持ちと同じくらい、檜山が帆夏と深い仲だったということが紗穂に強い衝撃を与えていた。今も信じたくない気持ちが強く、心が揺らいで吐きそうになる。

　彼を好ましく感じていた自分を紗穂は責めた。あれは単に、冷酷な内面をカモフラージュしていただけなのだろうか？




　週明けの空は、紗穂の気持ちを代弁しているみたいに荒れていた。

　朝のテレビでは、気象予報士が大型台風の接近について説明をしており、今日の遅い時刻から暴風域に入るらしい。

　台風が来ようが槍が降ろうが、患者がいる限り紗穂には関係がない。

　とりあえず濡れてもいい靴を履き、帰れなくなった場合に備えて着替えをバッグに入れてマンションを出た。

『午後から風雨が強くなり、深夜にかけて暴風となる見込みです。外出の際には十分注意をして……』

　医局の共用スペースにあるテレビでは、今年何度目かの台風について気象予報士が真剣な表情で危険性を伝えている。

　しかし紗穂にとっては、残った仕事を片付けることが最優先事項だ。

　先輩方の何倍も仕事をこなし、場数を踏んで学びとるのが専攻医の宿命なので、台風で帰れなくなれば病院に泊まることも想定内だ。

　紗穂はテレビの電源を切り、誰もいない医局から出ていく。

　時刻は午後六時過ぎ、天気のせいでうす暗い廊下を歩きながら、檜山のことを思い出してムカムカしてきた。今日は全く見かけていないので気持ちは落ち着いているが、会えば真相を確かめたいし、糾弾してやりたいと思っていた。

　ことを公にして責めたところで、帆夏の傷は消えないし、後悔ばかりが残ることはわかっているのだけれど……。

　病棟の重症患者を見回った後でナースステーションに向かうと、夜勤の看護師が紗穂を見て驚いた顔をする。

「小嶋先生！　お疲れさまです。残っていたんですか？」

「お疲れさま。無事に出勤できたのね」

「いやもう、全部ずぶ濡れでした。ロッカールームに干しているんですけど、朝までに乾くかどうか」

「あー、やっぱりそうなんだ？　看取りの患者さんが気になるし、今夜は泊まろうかな。こんなこともあろうかと、当直事務に頼んで部屋は押さえてもらっているのよ」

「先生、やる気の塊じゃないですか。医局長が泣いて喜びそう」

「医局長に喜ばれてもねぇ」

　電子カルテに入力をしながらそんなバカ話をしていると、中野医師がひょっこりと顔を出した。

「お疲れさまー。あれ？　小嶋先生、まだ仕事していたの？」

「先生こそ、台風が接近しているのに、まだ帰らないんですか？」

「当直なのよぉ」

　中野が意外にも嬉しそうに答える。こんな夜の当直は嫌なのかと思っていたので、紗穂は意外だった。

「もしも骨折とか来たら、すぐに外科系の先生を呼ばなくちゃ」

　弾んだ声の中野を不思議に思いながら相手をする。

「ですね。今夜の外科系の当番は誰ですか？」

「それが、檜山先生なのよ！」

　中野の顔がパアッと輝き、実に嬉しそうだ。また檜山にモーションを掛けるつもりらしい。

　檜山の名を聞いて、紗穂の胸には怒りが込み上げ、白衣のポケットに入れた手が震える。しかし、そんな怒りなどおくびにも出さずに会話を続ける。

「へえ、よかったじゃないですか」

「これ以上風雨が強くならないといいんだけど。でも、檜山先生なら何があろうとも来てくれそうじゃない？」

　檜山推しの中野は、彼に全幅の信頼をおいているようだ。話を合わせながらも、紗穂の胸に苦いものが込み上げてくる。

「まぁ頑張ってください。内科系なら私も手伝えるんで」

「え、泊まるの？」

「今夜がヤマの患者さんがいらっしゃるので残ります。とはいっても、外の様子ではご家族は駆けつけられないかも」

　そう言って紗穂は窓を指す。

　大粒の雨が斜めに窓を叩き、大きな楠の木が風に煽られて激しく揺れているのが暗闇でもわかる。たまに窓枠がミシミシと音を立てるのは強風のせいだろう。今外に出たら、無傷では家に辿り着けない気がする。

　中野が呑気に外を眺めながらニヤついている。

「ねえ、台風が来ると、なんだかこう……胸がザワザワしない？」

　紗穂は呆れながらも笑顔で返す。

「中野先生ったら……私にはそんな余裕はないでーす」

　話をしている間に消防から中野に連絡が入る。院内スマートフォンを手に対応する中野を残し、紗穂は看護師に申し送りをして病棟を出ることにした。

「今夜は院内にいますので、看取りの患者さんが急変したら連絡をください」

「はい、承知しました。お疲れさまです」

　紗穂は事務当直が用意してくれた部屋に向かった。渡り廊下を歩いていると、ごうごうと風の音がする。窓の外は大変危険な状態だ。

　救急棟の五階にある簡易宿泊室は、忙しい医師にとって便利な部屋だ。以前、家庭不和で自宅に帰れない医師がホテル代わりに使って問題になってからは、使用理由などを申告して事務局から許可をもらう仕組みになっている。

　専攻医達は割と頻繁にこの部屋を使っていて、紗穂もヘビーユーザーだ。いつも借りている一番奥の部屋に入ると、白衣を脱いでベッドに横になる。

「はぁーっ、疲れた」

　大きく伸びをして息を吐く。気になっている患者は先ほど診た時には下顎呼吸になっていたから、明け方頃にでも病棟に呼ばれるかもしれない。今のうちに仮眠をとっておこうと紗穂は灯りを消して目を閉じた。

　ウトウトしかけた頃、ドアを開ける物音で目が覚める。薄暗い部屋の中に誰かがいる。男性のようだとぼんやりと考えたところで、ようやくはっきりと目覚めた。

　ベッドから素早く体を起こし、鋭い声を上げる。

「誰っ？」

　声を上げたと同時に電気がつき、紗穂は眩しさに目を閉じる。

「あっ、悪い。小嶋先生がいたんだね」

　頭上から聞こえる声は、紗穂が一番会いたくない相手、檜山だった。シャツにネクタイを締め、白衣を羽織っており、こんな時間なのに、一寸の隙もない服装だ。

「檜山先生！　どうしてここに？」

「救急当番が落ち着いたので仮眠を取ろうと……」

「あっ」

　そういえば、うっかりして鍵をかけるのを忘れていた。紗穂と同じように、檜山も一番奥の部屋がお気に入りだったのか？

　今夜は呼ばれること前提で泊まる気だったのだろう。随分とやる気に溢れているものだ。

　ここで檜山と会ったのは逆に都合がよかったかもしれない。紗穂は従姉妹の帆夏のことを檜山に聞いてみたかった。というか、言わずにはいられない。

　一旦気持ちを落ち着かせるために、深呼吸をする。そして、おもむろに問いかけた。

「檜山先生、田た口ぐち帆夏をご存知ですよね？」

　紗穂の問いに、檜山は面くらって首を傾げた。

「タグチホノカ……？　それは医師？　それとも患者さん？」

　動揺など全く見せない、澄んだ瞳で紗穂に視線を向ける。あくまでも嘘をつき通そうとしているのだろう。恐ろしいほどに腹を見せない檜山の態度を見て、紗穂の怒りが爆発した。

　怒りの沸点は決して低い方ではないはずなのに、どうしてだか檜山の整った善人顔を見ていると腹が立つ。

「本当に知らないんですか？　田口帆夏はあなたの子を流産した女性ですけど」

「……は？」

　さすがの檜山も、紗穂の言葉に表情を変えたが、驚きすぎて口をポカンと開けている。

「小嶋先生、何を言って……？　えっと、起きてるよね？　今の寝言じゃなくて」

「寝言ですって？　どこまで帆夏を馬鹿にしたら気が済むの？」

　この後に及んでまだシラを切るのか？　檜山を好きになりかけていただけに、紗穂の嫌悪感は強かった。平然と嘘をつく檜山を睨みつけて紗穂は拳を握りしめた。

　檜山は紗穂より二十センチほど身長が高い。その顎先に視線を当て、思いっきり右手の肘を後ろに引くと紗穂は怒りに満ちた声を振り絞る。

「檜山直斗、帆夏の痛みを思い知れ！」

　そう叫ぶと、紗穂は檜山の下顎めがけて拳を振り上げた。しかし、拳は華麗に避けられて空を斬る。

「おっと、危ない」

　渾身の一撃は的を失い、紗穂はよろけて転びそうになる。檜山に支えられ床に転ぶのは免れたが、紗穂の勢いを受け止めた檜山が壁に背中を打ち付けた。

「うっ……小嶋先生、酷いなあ」

　顔を顰める檜山を見上げて紗穂は睨みつける。

「もうっ！　無駄に反射神経のいい男ね！　帆夏の痛みに比べたら屁でもないわよ」

「あのさぁ、何か勘違いしているんじゃ……俺を誰かと間違ってない？」

「間違えるはずがないでしょう！　相手は檜山直斗だと、私の従姉妹がはっきり言ったのよ」

　檜山は大きなため息をついて、紗穂から離れると丸椅子に腰をかける。

「その田口帆夏さんという人を俺は知らない。俺には交際している人もいないし、ましてや遊んで女性を妊娠させたこともないんだから、勘違いとしか言いようがない。小嶋先生、落ち着いて話をしないか？」

「どういうこと？　それじゃあ私の従姉妹が嘘をついているとでも？」

「わからない。提案があるんだけど、ここで俺の写真を撮って従姉妹さんに送ってみないか？　なるべく動揺させないように。そうだ、俺たちのツーショットを撮って仲の良い同僚だとでも書いてメッセージを送ってみてくれ」

　檜山は、頭痛でもするのか、こめかみを押さえて話をする。

　そんなことをして帆夏が混乱しないだろうか？　心配だったが、檜山の自信に満ちた態度に気押されて紗穂は言う通りにした。

「わかりました。……じゃあ、撮りますよ」

　二人のツーショットを撮り、帆夏にもっともらしいメッセージを送る。

『台風すごいね。今は同僚とカンヅメ中』

　数分後、帆夏からメッセージが届く。

『びっくり、一瞬元彼かと思った。同僚さん？　仲良さそうだね』

　あっけらかんとした返信に驚きながら檜山にメッセージを見せる。

「先生が元彼に似ているそうですけど、本人ではなさそうな感じですね」

「じゃあ、聞いてみて。『似てるの？　まさか本人じゃないよね』とか」

「……わかりました」

　檜山に言われた通りにメッセージを送ると、帆夏からすぐに返信される。

『似てるからドキッとしたけど、よく見ると違う。元彼の目は一重なの』

　紗穂がメッセージの内容を檜山に伝えると、微かに笑みを浮かべる。

「よかった。これで俺の潔白が証明されたわけだ」

　紗穂は首をすくめて檜山を見上げる。どうやら、檜山の偽物が従姉妹を騙してとんでもないことをしでかした……というのが真相らしい。

　紗穂は無実の檜山に向かって暴言を吐き暴力を振るったことになる。

（私ったら、とんでもないことをしちゃった。どうしよう……）

　檜山に申し訳ないことをしたと思い縮こまる。しかし、誰がなぜ檜山のふりをして帆夏と付き合ったのか、そこが不思議でならない。

「じゃあ、檜山先生になりすました人物に従姉妹は騙されたってことですか？　でも、なんで？」

「理由なんて俺が知るはずもない。それにしても小嶋先生、いきなり殴りかかるなんて、随分と乱暴だな」

「従姉妹を心配するあまり、とんでもないことをしてしまい……申し訳ありませんでした」

「謝って済むとでも？　俺がそんな酷いことをする男だと思っていたんだよね？　ショックだ」

「本当にごめんなさい。このお詫びは必ず」

「お詫びねぇ……」

　檜山が腕を組んで、ベッドに腰をかけた紗穂を見下ろす。なんとも気まずい雰囲気が室内を漂い、紗穂はいたたまれずに俯いた。

　無言で腕を組んでいた檜山が、突然声を上げる。

「そうだ、頼みたいことがあるんだけど、お願いしてもいいかな？」

「はい、何なりと」

　檜山の穏やかな口調から、『ちょっとした仕事の無理を聞いてくれ』的な話だと直感した。彼への罪悪感もあり、紗穂は簡単に同意してしまった。

「いや、大したことじゃないんだ。俺と付き合っているふりをしてほしいんだよ」

「……は？」

　聞き間違いだと思った。だから、紗穂は半笑いで檜山の顔を凝視して尋ねた。

「先生、今なんと……？」

「実はかなり困っていたところだったんだ。俺の偽の恋人になってくれないか？」

　紗穂はぼんやりと口を開けて檜山の顔を見上げた。

　夜中だというのに、仕事の疲れが全く表れていない、鼻筋の通ったその美麗な顔を。

　檜山は淡々とした表情で自身が抱えている困りごとを紗穂に話して聞かせる。

　それは、背負うものが大きすぎる長男の、実に気の毒なストーリーだった。

　大病院の後継者である檜山は、実の弟が先日結婚したことで両親からかなりプレッシャーを与えられているらしい。親からは口うるさく結婚しろと言われ、親戚連中からも遠縁の女性を勧められ、大量の見合い写真が送られてくる。

　つい先日は、一人暮らしのマンションに両家公認の『婚約者』を送り込まれて困り果てた。

　だから、紗穂の暴行を許す代わりに、偽の恋人になって両親に挨拶をしてほしいということだった。

「む、無理です」

　そんな演技は紗穂にはできない。

　暴行のお詫びにしてはバレた場合の代償が大きい気がするし、恋人のふりをして人を騙すなんてありえない。

「檜山先生、お詫びについては後日お話をするということで、今日のところはこれで……」

　悪いのは自分だが、檜山には大人の対応をしてほしい。そんな都合のいい願いを込めて紗穂は檜山に部屋から出て行ってもらおうとした。しかし檜山は動かない。

「では、暴行を受けたと、ウチの顧問弁護士に相談しよう」

「そんな……！」

　ついさっきまでの穏やかな表情は消え、檜山は厳しい視線で紗穂を見つめる。

「訴えられたくなければ、俺に協力をするしかない。どうだ？」

　紗穂は唇を震わせて檜山を見る。先日のバーでの優しい檜山はどこにもいなくて、敵対する他人の顔で紗穂を追い詰める。

　紗穂が硬い表情で黙っていると、檜山がフッと息を吐く。

「こんなこと誰にも頼めないから、俺も弱っているんだよ。この前バーで一緒になった時……小嶋先生が恋人だったらいいのにと思ったのは確かなんだ。俺達は相性がいい気がする。頼みを聞いてくれたら、従姉妹さんの元彼を見つけ出して制裁を加えてやってもいいけど」

「そんなことができるんですか？」

「できるよ。というか、『する』よ。俺のふりをして悪さをする人間を野放しにはしない」

　檜山なら帆夏の元彼を完膚なきまでに打ちのめしてくれそうな気がする。でも、檜山の両親を騙すなんて、してはいけないことだ。

　紗穂は檜山の黒い瞳を見つめながら、その深い眼差しに囚われて、身動きできなくなりそうな感覚に陥る。

（この人って、人格者みたいに見せているけど、本当はかなりワルイ人なんじゃ……？）

　紗穂の手を握り、檜山が囁く。

「なぁ、俺の偽恋人になってくれ。頼むよ」

「嫌です」

「ちょっと挨拶するだけでいいんだ。ほんの少しの間だけ俺の恋人を演じて、両親に会ってくれれば君を解放する」

「少し？　どれくらいですか？」

「親が納得するまで」

「えっ、納得って……時間がどれだけ掛かるかわからないし、人を騙すのは嫌です」

「じゃあ、暴行された件は弁護士に……」

「ま、待って！」

　押し問答はどこまでも続きそうだ。暴力を振るった自分が一方的に悪いのはわかっている。檜山の両親を騙すのは気が進まないが、檜山が恋人にどんな態度をとるのか興味がなくは無い。紗穂は自分の胸の奥に、檜山への好奇心が息づいているのを自覚していた。

　そんな紗穂の内心など知らない檜山は必死に説得を続ける。

「一度挨拶をすれば数ヶ月は両親も安心してくれるだろう。その後に別れたということにすればいいから、頼むよ」

　紗穂は、いつの間にか檜山に両腕を取られ懇願されていた。体温や匂いまでわかる距離で彼の顔を間近で見ていると、なんでもイエスと言いそうになってくる。彼の望みに了承しない限り、永遠に離してくれないのでは？　などと思い始めていた。

（……もういいわ。フリをするくらいならできそうかも？）

　檜山から醸し出される謎のフェロモンを間近で浴びたせいか、紗穂の判断力が急激に低下する。

「い、一日だけなら……」

「いいのか？　ありがとう！」

　思わず頷いてしまい、我に返った時にはすでに遅かった。檜山が満面の笑みを浮かべて紗穂の手を握る。

「ありがとう。後悔はさせない」

「は、はい？」

　恋人のふりでしょう？　後悔をさせないってどういうこと？　咄嗟にそう思ったが、すぐにそんな疑問は消えていく。救急から檜山に連絡が入ったからだ。

　紗穂は、目の前で院内スマホを耳に当てる男をぼんやりと見上げていた。

「呼ばれたから行くわ」

「お、お疲れさまです」

　鍵をかけて寝ようと思っていたので、ドアまで見送ることにした。すると、檜山が部屋を出ていく際に、紗穂を引き寄せいきなり抱きしめた。

（ええっ？）

　驚き過ぎて突き放すこともできず、紗穂はされるがままで固まっていた。彼の身体の熱を感じたその直後、温かい唇が触れてハッとする。檜山にキスをされたのだ。

　優しく探るようなキスが紗穂の力を奪い、甘い唇を不覚にも受け入れていた。ほんの数秒間、檜山の白衣にしがみつき、一時の温もりに浸る。

　やがて唇が離れると、檜山が甘さを含んだ表情で紗穂を見つめる。

「練習のつもりだったけど、本気になってしまうな。小嶋先生とは相性がいいんだと思う。偽恋人としては最高だ」

　その言葉が脳に届き、紗穂は体を離した。

「い、今っ、キスっ！」

　顔を真っ赤にして怒ろうとするのだが、慌てすぎて言語にならない。すると、檜山は悪びれるでもなくニヤッと笑う。

「俺とは初めてじゃないだろう？　怒るなよ。明日、詳しいことを話そう」

「バカっ！　ありえない！」

　紗穂が怒ると、檜山は笑いながら廊下に飛び出す。

　心臓がありえないほどドキドキしている。檜山が去った後も、紗穂は鍵をかけるのを忘れ呆然としていた。




　翌朝、紗穂は浅い眠りから覚めノロノロと起き上がる。昨夜檜山が立ち去った後、しばらくして病棟に呼ばれたのだった。患者を看取り、お見送りをしたのが午前三時。それからベッドに入ったが、中々寝付けなかった。

　朝イチで頭に浮かぶのは檜山の憎たらしい顔。そして従姉妹の元彼の新事実を思い、深いため息が漏れる。

（どうしよう。面倒な役を引き受けちゃったし、帆夏に本当のことを知らせないと……）

　紗穂は朝から帆夏に電話をして、昨夜送った写真の男性が本物の檜山直斗だと伝えた。元彼の素性は今のところわからないと話すと、帆夏は動揺して泣きだした。

「やっぱり……。写真を嫌がったり、デートが私の部屋かホテルだけなんて、おかしいと思った」

　伝えた真実を、帆夏自身も予感していたような口調に、紗穂の胸が痛んだ。やはり、時間を作って今夜帆夏の家に行ってみよう。紗穂はそう決めたのだった。

　その日、医局で会った檜山から昼食に誘われたので、紗穂は午前の仕事を終えると職員用の食堂に向かう。奥の席に視線を向けると、檜山が麺類にがっついていた。あれは多分うどんだろう。紗穂も昼食を受け取りテーブルに向かう。

「おつかされまです」

「おつかれ。何にした？」

「焼きそばです。先生はうどん……大盛りですか」

「そう。今日は定時に帰れるからうどんだけにした」

　体格がいいから、普段は大盛りでも足りないのだろう。上品な檜山がうどんを必死に食べている姿は、本来なら微笑ましい図だが、紗穂は咄嗟に憎まれ口を叩く。

「大食いなんですね」

「健啖家と言ってくれるか？　さて、本題に入りたいから、さっさと食べてくれ」

「うっ……」

　逆に突っ込まれてぐうの音も出ない。素直に焼きそばを食べ始めたが、なんとなく落ち着かない。逆に檜山は、上機嫌で紗穂の食事風景を見つめている。真剣に見られては食べずらい。さすがに我慢できなくなって、紗穂は文句を言った。

「先生、ジロジロ見ないでください」

「ごめん。所作が綺麗だなと思って見惚れていた」

「……」

　紗穂は一気に自分が赤面しそうになるのを感じて俯く。

（何なのもう！　調子が狂う）

　予想を裏切る檜山の言動に、紗穂は翻弄されてばかりだ。

「従姉妹さんには事実を伝えたのか？」

「電話で伝えたけど、気になるので今夜顔を見に行こうかと思っています」

「そうか。しかし、気の毒だな。俺の偽物は最低の男だ」

「ええ」

　食事が終わると、檜山の質問が始まった。どうも本気で犯人を探すつもりらしい。紗穂としては、帆夏の回復が最優先なので今はそっとしておいてほしいところだが、檜山は犯人を捕まえて懲らしめてやりたいのだろう。

「一枚も元彼の写真は残っていないのだろうか？　俺の名を語るくらいだから、知り合いに間違いないと思うんだけどなあ」

「先生、犯人探しは本気なんですね？」

「当然。これからも同じことをされると何かと面倒だし、もしそいつが医者だとしたら、絶対に許容できないからね。できれば、完膚なきまでにぶちのめしたい」

　笑顔でそう言う檜山の目がキラリと光る。それを見て、紗穂は一瞬ヒヤッとした。割と怖いことをさらりと言う人だ。檜山は敵に回してはいけないタイプなのかもしれない。

「相手の写真については、私も従姉妹に聞いたんですけど、写真嫌いでツーショットを撮ったことがないそうです。後になって、最初から騙すつもりで証拠を残したくなかったのかもしれないと思いあたり、大変悔しがっていました」

「じゃあ、今は全く連絡がつかないと？」

「はい。携帯も繋がらないし、住んでいたマンションも引越しをしていたそうです」

「用意周到とは、かなり悪質だな。従姉妹さんに会って話を聞いてみたいが、無理だろうな……」

「多分……無理ですね」

　帆夏はかなり落ち込んでいる。それに男性に裏切られた直後に、そのエピソードを他人に詳しく話す気にはならないだろう。紗穂は帆夏を思って首を振る。

「それにしても、俺の名を騙るなんて気持ち悪い。それに、小嶋先生に疑われていたことに本気で傷ついた。なあ聞いていいか？」

「なっ、何をですか？」

「いきなり殴ろうなんて、どうしてそんな発想になったんだ？」

　それは……紗穂にもよくわからない感情だったのだが、一瞬でも好きになりかけた自分にも腹が立って、殴ればスッキリすると思ったというのが正直なところだろうか？　しかし、暴力はよくない。自分のグーパンチが檜山に当たらなくて、今は本当によかったと思っている。

「それは……」

（でも、そんな、本当のことなんて言えない）

　紗穂は俯いて自分の手元を凝視した。

「なあ、教えてくれ」

「おっ、教え……てあげない」

　苦し紛れに紗穂がそう言うと、檜山は一瞬ポカンとした後、嬉しそうにほくそ笑む。

「教えてあげない……か？　小嶋先生、意外と可愛いな」

「はあ？　檜山先生、気持ち悪いことを言わないでくださいっ！」

　昼食は少し残っていたけれど、紗穂はトレーを手に立ち上がり、とっとと檜山から離れた。すると、後を追ってきた檜山に手を掴まれる。

「話はまだ終わっていないよ。来週にでも両親に紹介するから、休みを教えてくれ。あと、電話番号も教えてほしい」

「紹介……」

　そうだった。私は偽恋人だった。檜山に翻弄されて、すっかり本来の目的を忘れていたが、このミッションを終えなければ、檜山からは解放されないのだ。

　紗穂は電話番号を教え、ついでに通信アプリで檜山と繋がってしまった。

「通信アプリで休みを知らせてくれ。あ、それと、見合いに着ていくみたいな洋服はあるか？」

　檜山はテキパキと積極的に話を進めていくので、紗穂は押されっぱなしだ。

「うーん、ちょっと見てみないとわからないけど、多分あると思います」

「もし買うことになれば、洋服やその他一式の代金を出すから言ってくれ」

「そんなのいいです」

「よくない。遠慮しないでほしい。それでなくても、君に負担をかけているのは自覚しているんだから」

「は、はあ……。わかりました」

　昨夜は、言うことを聞かなければ弁護士に相談すると脅したくせに、今日は親切で優しいのはなぜ？　よっぽど両親に結婚を急かされるのが嫌なのだろうか？

　紗穂的には、檜山との会話のテンポが心地よく、つい立場を忘れそうになる。背の高い檜山がこちらに話し掛ける時の、少し首を傾ける仕草や、笑顔を浮かべる際の優しげな目元に不謹慎ではあるが、ときめいてしまうのだ。

　共に廊下を歩きつつ話しかけてくる檜山に生返事をしながら、紗穂は彼の本心を測りかねていた。







２．思わぬ展開








　その夜、紗穂は帆夏のマンションを訪れたが、話をしている最中に紗穂に檜山からメッセージが届いた。

『この男の写真を従姉妹さんに見せて、元彼かどうか確かめてほしい』

　添付された写真は、檜山に似た顔立ちの男性だった。帆夏に写真を見せると、驚きの表情を浮かべる。

「紗穂ちゃん、元彼の写真をどうして持っているの？」

「この人なの？　ご、ごめん。檜山先生から送られてきたのよ。ちょっと待って、今から事情を聞くね」

　一旦外に出て檜山に電話をしたのだが、そこで知らされたのは、最悪な事実だった。

『あれは俺の弟の写真なんだ』

「弟さん！」

　檜山の説明で、その弟は結婚直前まで帆夏との関係を続けていたと聞かされて紗穂はゾッとした。

　子供ができたと聞いて慌てて逃げたのだと想像していたが、逃げ方の手際の良さをみると、前科があるのかもしれない。

　あまりにも身勝手な行動に心底呆れてしまった。

『週末に父の名代で君の従姉妹さんに謝罪をしたい。同行してもらえないだろうか？』

「それはつまり……」

『君の話を聞いた時から、密かに弟を疑っていたんだ。今日実家に弟を呼び出して、真相を聞き出した。で、もちろん父と二人で弟を締め上げた。弟の嫁には知らせないことになったが、檜山家から従姉妹さんにお詫びと、その……慰謝料を用意している』

　慰謝料と聞かされて複雑な気持ちになる。しかし帆夏はまだ若く将来がある身だ。お金をもらってこれからの人生をやり直すのが、帆夏のためにもいいのではないか？　紗穂は一旦答えを保留にして電話を切った。

　帆夏の部屋に戻る足は重い。どう言えば帆夏を傷つけずに済むだろうか？　これ以上悲しい思いはさせたくないが、帆夏には真実を知る権利がある。そして、現実的な話、慰謝料はもらっておいて損はないはずだ。それが帆夏の真意ではないとしても。

　少しだけ人生の先輩である親族として、帆夏の未来につながる説得をしたい。紗穂は気持ちを切り替えて帆夏の部屋に戻った。

「帆夏の元彼は、檜山先生の弟だった」

　結局紗穂は、檜山から聞かされた話を帆夏に隠さずに伝えた。帆夏は看護師として真面目に仕事をしてきた子だ。慈愛に満ちた優しい性格なのも知っている。

　絶対に正しい選択をしてくれる。そう願ってのことだった。話をすると、帆夏はかなり動揺していた。

「えっ……弟？　それって……お兄さんを陥れる気もあったってこと？」

「檜山先生は最初から弟かもしれないと思っていたらしい。今日、弟を問い詰めたら白状したの。それと……帆夏の元彼は、最近結婚を……」

「結婚……」

「檜山家としては、妻には知らせないでほしいと思っているみたい」

「……私ね、もしかして彼は既婚者だったんじゃないかって思っていたんだ。奥さんに知られるのが怖くて逃げたんだって……でも、お兄さんの名を使ったり、婚約者がいるのに私と付き合っていたなんて、本当にクズだったんだって、改めて実感した。はあ……」

「帆夏」

「奥さんに全部ぶちまけたいけど、そんなことしても後味が悪いだけよね。悔しいけど泣き寝入りするしかないんだね」

「実はね、お兄さんが帆夏に謝罪したいって言ってるの。それと、檜山家から慰謝料を用意しているって」

「え……っ？」




　それから数日後、帆夏は檜山からの謝罪の言葉と父からの手紙を受けとった。紗穂もその場に同席して帆夏に付き添った。

　帆夏に謝罪をしてマンションを出る際、玄関先で檜山は、紗穂と交際をしていると帆夏に伝えた。

「実は私は、紗穂さんと結婚を前提にお付き合いをしております。今後親戚付き合いもあるかと存じますが、帆夏さんが嫌な思いをしないようにしてまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします」

　帆夏に頭を下げ報告をする檜山を、紗穂はギョッとして見つめる。

　あくまでも『ふり』をするだけなのに、どうして？　と思ったが、咄嗟に話を合わせる。

「ほっ、帆夏っ、私が報告しなきゃいけなかったのに、ごめん」

　帆夏は驚いたようだったが、檜山の誠意ある行動に感謝を述べていた。檜山を見送るために一緒に駐車場まで行き、紗穂は真意を問いただした。

「君たちは従姉妹だろう？　何かの折に耳に入ったら彼女はどう思う？　自分に気をつかって隠していたのかと感じて君との関係が気まずくなるんじゃないか？」

「……まあ、そうだけど。でも、ご両親に挨拶するまでの『交際』じゃなかったの？」

　もとより一日だけの彼女で終わるはずはない気はしていたけれど、なんだか騙されたみたいで気に入らない。

「別れる設定なのに、言わなくてもよかったと思うわ」

「両親に紹介してすぐにお役御免になるわけじゃないぞ」

「そんな、約束が違う」

　紗穂は慌てて檜山の腕を取る。

　すでに檜山に対して遠慮など捨ててしまって、お互いに言いたい放題で会話は続く。約束が違うと怒る紗穂に、ニヤッと笑いかけて顔を近づける。

「嘘も方便だ。『偽恋人になる』と言ってくれた時には、どうせすぐに恋人役から解放されると思っていたんだろう？　甘いんだよ。と言うことで、両親への紹介は明日でいいか？　休みだろう？」

　紗穂は今日と明日が久々の連休だ。檜山がそれを知っているのが不思議だったが、何を言っても言い負かされる気がして、今は深く考えるのを放棄していた。謎に高い情報収集能力に慄きながら、隣に立つ男を見上げる。

「休み。私はどこに行ったらいいの？」

「俺が迎えに行くよ。君の住所を教えてくれ」

（私の住所は調べていないんだ？）

　紗穂は意外に思ったが、檜山に憎まれ口を言うのに疲れてきたので素直に教えた。遠ざかる車を見送ってから、紗穂は帆夏のマンションに戻ったのだった。




　翌日。

　紗穂はアイボリーカラーの軽やかなワンピースにジャケットを合わせ、良家の子女風のいでたちで檜山の訪れを待っていた。

（あー緊張する）

　昨日は、檜山が帰った後で遅くまで帆夏と話をしたのだが、意外にも帆夏はスッキリしたと笑顔を向けてくれた。檜山家が用意した慰謝料は思ったよりもずっと高額で、人生の再出発をするには十分すぎるものだった。

　話し合いが終わった後で、帆夏は苦笑しながらも「慰謝料を受け取ったところで、私の辛さは何も変わらないわ。でも、彼のお兄さんやお父さんからの謝罪の気持ちは、ちゃんと胸に届いたから……。それで私の気持ちが救われるとは思えないけど」と言ったのだった。

　紗穂は、檜山の弟に会ったら、一発殴ってやりたいと思ったが、その思考回路が危険を呼ぶのだと、台風の夜の檜山とのあれこれを思い返して、自分を律した。

　約束の時間の少し前に檜山はマンションにやってきた。

　紗穂が招き入れる前にはもう靴を脱いでいて、上がる気満々だったので仕方なくどうぞとリビングに案内する。

　帆夏に謝罪に来た時はビシッとスーツを着ていたが、今日は涼しそうな色合いのジャケットにアンクルパンツを履いている。スマートでセンスのいい着こなしに、紗穂は内心でドキッとした。

「綺麗にしているな」

「まあ、一応お客さんが来るということで掃除はしましたけど」

「嫌そうに言うなよ。悲しくなるだろう？」

　紗穂は呆れて檜山を見上げる。あの台風の夜から、丁寧な態度は一変して十年来の友人みたいになったし、口調もくだけたものに変わっている。

　これが檜山の普段の姿だし、そんな姿を見せられるほどに、自分に心を許しているのだと思えば腹も立たない。

「お茶でも……」

　遠慮されることを想定して声をかけると、ソファーに我が物顔で座った檜山がおもむろに頷く。嬉しそうなのがなんとなく癪にさわる。

「飲む」

「えっ、飲むの？」

「リップサービスだったのか？　喉が渇いているから飲むよ。温かいものがいい」

「はあ……。じゃあ、インスタントコーヒーでも」

「うん。砂糖を入れて」

「……面倒くさいなあ、何個？」

「そう言うなよ。角砂糖なら二つ」

　これからも、檜山のペースで関係が続きそうな予感に、紗穂は慄くのだった。




　車で一時間ほどかけて向かった先は、この地方で『小京都』と呼ばれる歴史ある街だ。

　檜山の父親が院長を務める病院は、高速を出て国道を西に進んだ前方にそびえ立っていた。個人病院と聞いていたので、これほどの規模だとは思わなかった。五階建の建物は、歴史ある街に馴染むようにということか、景観に合わせた色合いのタイル張りで壮観だ。

「大きい……」

　としか言えない。

「実家は病院のそばにあるんだ。もうすぐ着く」

「は、はいっ」

　一気に緊張してきた。隣でハンドルを握る檜山をチラッと見て、これが偽の恋人じゃなくて本物ならいいのにと、一瞬だけ感じたのは気の迷いだと思いたい。

　脅されてこんな役目を嫌々負っているものの、檜山のことは決して嫌いではない。キスを（二度も）許したくらいだから、檜山に惹かれているのは間違いないのだ。

　いっそのこと、本物の交際報告ならどんなに気が楽か……。

　妙に正義感が強い紗穂は嘘をつくのも苦手だ。

（なのに、私がどうしてこんなことを……）

　自分の運命を悔やんで、現実逃避をしかけている間に、瀟洒な建物が見えてきた。

　駐車場に車を停めると、シートベルトを外しながら檜山が話しかけてくる。

「質問されたら俺が答えるから、笑顔で頷いてくれたらいい」

「はい」

　硬い表情で答える紗穂を怪訝そうな顔で眺める。

「いつもと調子が違うと思ったら、緊張しているのか？　意外と繊細だな」

「だって、嘘をつくんだから良心が咎めるのが普通じゃない？」

　そう訴えると、檜山は目を丸くして紗穂を見つめる。数秒間見つめあっていたが、檜山がふっと相貌を崩して笑いかけてくる。

「そうだな。良心の呵責を感じているのに、俺の頼みを聞いてくれてありがとう」

「えっ？」

　意外な言葉に戸惑っていると、急に顔が近づいてきてチュッとキスをされた。

「何するの！」

　慌てて肩を押すと、檜山は動じないで笑顔を深める。

「キスは嫌だった？　おかしいなあ、あの時には積極的に応えてくれたのに」

「そんなことないもん！　避けられなかっただけだから！　もうっ、セクハラで訴えるわよ！」

　怒って睨みつけると、檜山の唇が朱で染まっているのに気がついた。紗穂のルージュが移ってしまったのだ。

「あーもう、付いちゃってるし」

　ハンカチで檜山の唇についたルージュを落としてあげたのだが、ニヤニヤと嬉しそうな態度にイラつく。

「なんで嬉しそうなの？　ムカつく」

「怒っているくせに優しいなんて、小嶋先生は矛盾しているなあ」

「ほっといてください」

　広い玄関で檜山の両親に出迎えられ、丁寧に挨拶を交わす。怖いくらい心臓がドキドキと鼓動して、緊張はマックスなのだけれど、内心を悟られないように必死に笑顔を貼り付けた。

　檜山の両親は好意的な雰囲気で紗穂を迎え入れてくれたが、意外なことに父親は車椅子に乗っていた。驚く紗穂に檜山がそっと耳打ちをする。

「半年前から脳梗塞で歩行が困難なんだよ。だから、従姉妹さんへのお詫びには俺が伺ったってわけ。ちなみに、帆夏さんが小嶋先生の従姉妹だとは話していないよ」

　そんなエピソードを聞かされて、檜山家への嫌なイメージが少し薄れていく。とはいっても、弟への嫌悪感や怒りは消えてはいないのだけれど。

　リビングで、檜山の両親に笑顔で話しかけられて、紗穂は戸惑いながらも『恋人』を必死に演じる。

「直斗が女性を紹介してくれるのは初めてでね、大袈裟だけどこれで肩の荷が降りた気がする。紗穂さんよろしく頼みます」

　父親から言われ、良心が大いに咎める。やはり自分にはこの役目は無理だった。そう感じながらもぎこちなく頷く。

「直斗は一生独身かと気を揉んでいたから、知らせを聞いてとにかくホッとしたの。もしかして男性が恋愛対象かとも疑っていたんだけど、いらない心配だったわ。紗穂さん、本当にありがとう」

（えっ？）

　隣ですましている檜山を見上げて、紗穂は片眉をあげる。檜山のゲイ説は想定外だった。後で檜山に男性が恋愛対象なのかを聞いてみたいものだ。

　交際をしている女性として両親に挨拶をするという約束だったので、小一時間話をしただけで解放され、紗穂は内心で安堵したのだった。

「先生、これでしばらくは安心なんじゃないですか？　私もお役御免ということでいいですよね」

「そうだな。まぁでも、小嶋先生とは仲良くなれたからこれからも呑みに誘うよ。よろしく」

「えっ？　はっ、はい」

　もっと偽恋人関係を長引かせられるのではないかと危惧していたのだが、あっさりと手を離されて一瞬戸惑った。

　しかも爽やかに『よろしく』なんて、調子が狂う。




　自宅マンションに到着すると、紗穂は檜山から解放される。帆夏のことが気になっていたので、その足で帆夏のマンションに向かった。

　帆夏の顔色は前回会った時よりも良くなって、言葉にも力がある。紗穂は帆夏の回復に安堵した。出されたお茶を飲んでいると、帆夏から改めて礼を言われた。そして『これからのこと』を報告してくれた。

「紗穂ちゃん、親に内緒にしてくれてありがとう。それと、元彼のお兄さんと話をつけてくれたり……本当に助かった」

「私は何もしてないよ。それより、表情が明るくなったね。前向きになってくれたみたいで安心した」

「私ね、心機一転して、知り合いの誰もいない東京に引っ越そうと思っているの。ありがたいことに資金はたくさんあるから、勉強もしたいし、条件のいいクリニックに勤務するのもいいかなって思ってる」

「そうなんだ。前に進むのはいいことだけど、くれぐれも無理をしないでね」

「ありがとう」

「いい顔してるよ。吹っ切れた？」

「うん……。でも、今回のことは忘れられないと思う。近いうちに流産した子供の供養にも行くつもり」

　帆夏の胸の内を考えると、可哀想でならない。表情は明るくなったけれど、心の奥底の悲しみは消えることはないのだろう。それにしても、檜山の弟は酷い男だ。いつか会うことがあったら、何らかの形で仇をうってやりたい。そう心に誓うのだった。




「小嶋先生、今日は当番？」

　偽恋人のミッションを無事終えた翌週の金曜日、紗穂は病棟の業務を終えて医局に向かっているところで檜山に声をかけられた。

　背後から肩をポンと叩かれたものだから、驚いて心臓がドキドキした。そんな紗穂を見て、ニヤニヤしながら檜山は話を続ける。

「医局長に美味い寿司屋を教えてもらったんだけど、今夜行かないか？」

「え、誰と？」

「俺と」

「医局長は行かないよね？」

　医局長は手のかかる人なので面倒くさい。紗穂は檜山と二人っきりで食事をすることに、抵抗感はすでにない。檜山が隣にいることにはもう慣れっこになってしまった。

　だって、一昨日は職員食堂で一緒だったし、昨日は帰り際に立ち飲み屋に引っ張っていかれ焼き鳥を一緒に食べた。

　偽恋人役の礼だというが、そもそも紗穂が暴力行為を働いたことへの償いが偽恋人になることだったので、檜山が奢ってくれる必要はどこにもない。

　それでも、食欲は満たされるし、檜山と一緒にいると居心地がいいものだから、ホイホイと誘いに乗ってしまう。

　たまに俺様口調が鼻につくが、あまり害がないので勝手にさせている。

「お寿司かあ。楽しみ」

　病院を檜山と出たのが午後七時。タクシーを拾い繁華街に向かう。車内で檜山がこれから行く店の説明をしてくれる。

「クエ鍋を食べたけど絶品だった。鰹はモチモチで全く生臭くない。それに、養殖だけどスマも入ってくるそうだ」

　魚の種類はよくわからないが、聞いているだけでお腹が鳴ってくる。

「寿司もいいけどお刺身も食べたいな」

「いいねえ。ビールと一緒、いや冷酒に刺身といこうか」

「賛成」

　二人はまるで長年の友人だと、側からは見えるだろう。檜山の表情からは紗穂への信頼が見てとれるし、紗穂は美味しいものを一緒に食べられる嬉しさに胸が弾んでいた。

　店に入り個室に案内される。掘り炬燵式の座席で、足が痛くならないのがいい。腰掛けると、早速檜山が注文を始める。

　店員さんが下がってから、紗穂は帆夏の近況を報告する。

「帆夏だけど、東京で心機一転すると話していたわ。慰謝料がなければ進むこともできずに行き詰まっていたかもしれない。改めて礼を言います、ありがとう」

「礼なんて……元々バカな弟がやらかしたことだ。でも従姉妹さんが気持ちを切りかえてくれたのはよかった」

「うん」

「あのさ」

「え？」

　檜山が顔を近づけて何か言いたげだったので、紗穂も前のめりで耳を傾ける。

「もし弟に会ったら、紗穂はどうしたい？」

　最近檜山は紗穂の呼び名を勝手に変えた。人前では小嶋先生と呼んでいるが、プライベートでは下の名前で呼ぶのだ。

　『馴れ馴れしい』と一度指摘したのだが、笑うばかりで変える気はなさそうだ。いつかチャンスがあれば、檜山の名を呼び捨てにしてやりたいと紗穂は思っていた。

「どうしたいって……そりゃあ、『一発殴らせろ』かな。直斗が許してくれるんなら、右手の拳を鍛えておくわ」

「プッ！　そう言うと思っていたけど、本気か？」

「まぁ、それは無理なことはわかっているわよ。直斗には悪いけど、彼の悪行がバレてズタボロになるのを見てみたい気はする。顔も知らない奴だけど、彼が改心したとしても一生嫌いだと思う」

「ズタボロか。紗穂が鉄拳を下さなくても、いずれはそうなるかもしれない」

「えっ、どういうこと？」

「以前言っただろう？　完膚なきまでにぶちのめしたいって」

「そういえば、言ったね。弟でも考えは変わらないの？」

「変わらない。逆に弟だから許せないこともある」

「……そう」

　檜山の表情が一瞬曇った際に、彼の闇を垣間見た気もするが、他人にはわからない兄弟の諍いがこれまでもたくさんあったのだろう。教えてくれないだろうけど、少しでも檜山の気持ちが済むようになればいいのに……と紗穂は思う。

　そうこうしている内に、目当ての刺身と冷酒がやってきた。

　美しく盛られた刺身は見るからに新鮮で美味しそうだ。ツヤツヤのブリに箸を伸ばし醤油に付けると、醤油の中にパァッと脂が散る。甘いと感じるほどの旨味が口の中に広がって、紗穂は思わず笑顔になる。

「美味しい！」

「ブリはしゃぶしゃぶもいいけど、刺身でも美味いな」

「同感。この厚さなのに、全然生臭くない」

　次は赤身をいただく。

「うっわ、モチモチ。美味しーい」

　いちいち感想を述べて楽しむ紗穂を、檜山は目を細めて見つめる。その眼差しが甘く感じられ、紗穂の箸が一瞬止まった。檜山から目が離せない。笑顔で酒を飲む横顔や喉仏の動く様を、紗穂は見つめていた。

「ん、どうした？」

「う、ううん、なんでもない。次は……やっぱり鯛かな」

　檜山から目を逸せ、紗穂は刺身に集中しようとする。けれど、一瞬感じた閃きのせいで紗穂の胸はドラムのように賑やかに騒ぎだす。

（まって！　私、もしかして檜山先生のこと、好き……だったりする？）

　ぽっと浮かんだ考えを否定するように、紗穂は思いっきり首を振る。もっと真剣に考えなくてはいけないのに、立ち止まって考えるのが怖くて、紗穂は美味しい誘惑に負けて箸を動かすのだった。

「お待たせしました」

「おい、極上寿司が来たぞ」

「え、は、はいっ」

　こちらはまた、上マグロが口の中でとろけて最高だ。

　美味しいものを食べ続けても彼へのトキメキは消えない。自宅に帰ってもまだドキドキしていたら、本気で檜山に恋しているのかもしれない。

　冷酒を注がれ口に付ける。ふんわりと花のような香りが鼻腔をくすぐり、辛口の酒はするりと喉を通っていく。お返しに紗穂が注いだ冷酒をクイっと飲んだ檜山が、目を閉じて感に堪えない顔をする。

「くぅーっ、旨い」

　そして唸る。紗穂は注がれるままもう一杯と杯を重ねるが、かろうじて残った理性の欠片から、喉越しの良すぎる酒への警告音が響いてくる。

　コノサケ、ヤバイヨ。

　わかっている。わかっているのだけれど、楽しすぎて美味しすぎて酒の勢いは止まらない。

　至福の時を過ごし、二人は店の外に出た。

　アルコールが限界を過ぎた紗穂は、おぼつかない足取りで檜山の後を追う。途中で段差に躓いてよろけたが、素早く反応した檜山に腕を取られる。

「おっと。大丈夫か？　酔った？」

「大丈夫」

　酔っている人は、自分は大丈夫だと言うものだが、紗穂も自分の体がユラユラと揺れていることに気がついていない。

　乗ったことを覚えていないが、タクシーに揺られながら、紗穂は檜山の肩にもたれて酩酊を楽しんでいた。しかし、すぐに睡魔に襲われて意識を手放した。

「紗穂、着いたぞ」

「んー」

　タクシーを降り、半ば抱き抱えられるようにしてエレベーターに乗り込み部屋までたどり着く。言われるまま鍵を渡し、檜山に抱えられて部屋に入る。無防備にも程がある状態だ。

　リビングのソファーに降ろされて横たわっていると、電気が着けられて眩しさに顔を顰めた。

「眩しい」

「悪い。入らせてもらったぞ」

「あ……」

　紗穂のマンションのリビングに檜山が立っている。白を基調とした女性らしいインテリアの中に男性的で大柄な檜山が立っていると、ミスマッチ感が甚だしい。

　キッチンに向かった檜山が水を持って戻ってくる。

「ほら、水道水で悪いけど飲め」

「ありがとう」

　素直に水を飲む紗穂を眺めて檜山が呟く。

「呂律は正常だな。おい、このまま寝るか？」

「うん。メイクを落としたい」

　酔った紗穂は、つい甘えて、檜山にクレンジングシートを持ってきてと命令する。

「どこにある？」

「洗面室。あのね、青くて四角い箱に入ってるの、一枚持ってきて。あ、それとピンクの袋に入ったパックも」

　寝たままクレンジングをして、パックでやり過ごそうという考えだ。

「了解」

　檜山が洗面室で化粧品を探している間に、紗穂は待ちけれずにそのままソファーの上で意識を手放したのだった。




　密林で大きなゴリラに捕まえられる夢のせいで、紗穂はうなされて目覚めた。うっすらと汗ばんで肌がベトベトするのが気持ち悪い。

　この時期は、少し肌寒い日もあるというのに、今夜はやけに暑い。右を下にして眠る癖がある紗穂は抱き枕にしがみ付いていたが、硬い枕に違和感を覚えて一気に覚醒する。

「え？」

　枕と思ったものは、硬くて温かい人間だった。

　ベッドに誰かいる！　そのことに気がついてサーッと血の気が引く。紗穂は飛び起きて布団をめくった。

　間接照明の淡い光に照らされて、ベッドに横たわる人物が浮かび上がる。

「ひっ、檜山先生！」

　すっとんきょうな声で叫ぶものだから、檜山が唸って目を覚ます。

「お……酔いは醒めたか」

「へ？　な、なんで？」

　昨夜と同じ、質のいいシャツにスラックスを履いたままの檜山が、体を起こしてベッドサイドに立つ紗穂に話しかける。

「紗穂がソファーで意識を失ったから、お望み通りクレンジングとパックをしてここに運んだ。俺が帰ったら鍵がかけられないから残ったんだが、ソファーが小さくて体に合わないからベッドの半分を借りた」

　檜山の説明を聞いている内に、断片的に昨夜のことが蘇ってきた。

「タクシーに乗ったことは覚えてる。それから、クレンジングシート！」

「ああ。生まれて初めて女性の化粧を落としてシートパックなるものをしたわ」

「……ごめんなさい！　まことに申し訳ございませんでした」

　恥ずかしい。恥ずかしすぎる。それにしても、こちらが言うとおりにメイクを落としてパックまでしてくれたなんて……。

　でも、何も同じベッドで寝なくてもいいのに。と思ったけれど、確かにこの体格ではソファーは窮屈だろう。さすがに世話をしてくれた人に、『床で寝ればよかったのに』とは言えない。

　必死に謝る紗穂に呆れるでもなく、檜山は腕時計で時間を確認すると、呑気にあくび混じりの声を出す。

「三時か……帰るわ」

「あ、うん」

　すっかり目が覚めてしまったので、玄関まで檜山を見送る。そういえば、食事のお礼も言っていなかった。どうして自分はこうもポンコツなのかと情けない思いだ。

「檜山先生、昨夜はご馳走になって、その上にその……」

「あーいいよ、そういうお礼とか。昨夜は直斗って呼び捨てにしていたくせに、やけに殊勝だな。紗穂が手のかかる奴だってわかっているから気にするな。じゃあまた」

　紗穂の頭を撫で、わしゃわしゃと髪を乱して、檜山は出ていった。紗穂はエレベーターに向かう檜山をドアスコープから覗き込んでいたのだが、その姿が見えなくなってもしばらくは廊下でぼんやりと立ちつくしていたのだった。




「おたく達、仲いいよね？」

　同僚にそう声をかけられるくらいに、紗穂と檜山の関係は周知されるようになってきた。

『ええ。偽恋人を務めた仲ですから』と軽く答えるわけにはいかないが、紗穂は曖昧な笑顔で問いに応えた。ちなみに聞いてきたのは中野医師で、場所は院内の食堂だ。

「飲み友達かな」

　そう言って紗穂は昼食のうどんを啜る。

「羨ましい。私も呼んでよ」

「そうだね。スケジュールが合ったら呼ぶよ」

　紗穂と檜山は当番のない日に会っているが、そんな日は月に数回しかない。それに加えて中野の当番のない日に紗穂達が飲んでいるかは保証できない。

　とはいえ、それが中野を呼ばない本当の理由ではない。檜山に誘われて食事をする時には大体彼が予約をしてくれ、ほぼ奢ってくれる。紗穂が勝手に中野を割り込ませることは無理というものだ。それに、二人だけで結構盛り上がって楽しいのに、他の人を呼ぶ気になれない。

　紗穂はふと思う。『これって、いわゆるデートってやつじゃない？』と。今更気がつくのが遅い気もするが、付かず離れず、凪いだ関係を続ける檜山と自分の関係を、紗穂は測りかねていた。

　そんなある日のこと。紗穂のスマートフォンに、珍しく母から電話が入った。一瞬、帆夏のことが頭をよぎり、バレたのかと焦ったが、予想に反して母の口調は明るかった。

『ちょっと家に顔を出しなさい』

　そう軽く言われて、次の休みに実家に向かうことになった。

　紗穂の父は介護施設の経営をしているが、最近では経営難でなかなか大変らしい。その割に母の声ははしゃいでいたので、宝くじでも当てたのかと呑気な気分で実家の門をくぐる。

　キッチンにいた母に声をかけると、弾かれたように振り返り満面の笑みをこちらに向ける。こんな顔は、紗穂が医学部に合格した時以来だ。

　動物的な勘で、なんとなく嫌な予感を覚えつつダイニングの椅子に腰をかける。

「お父さんが待っているから、リビングに行ってちょうだい。コーヒーでいい？」

「う、うん」

　もうすでに帰りたくなってきた。紗穂は、お金第一主義で俗物の父が少々苦手だ。母は素直な可愛い人だけれど、父の意見に引きずられることが多い。

　ここは気を引き締めていこう。リビングに二人分のコーヒーを運んで、父から離れたソファーに腰を掛ける。

「来たか、久しぶりだな。仕事はどうだ？」

「忙しいです」

　つい愛想のない言い方になる。しかし、今日は父も上機嫌だ。一体何があったのだろうか？

「檜山総合病院の長男と付き合っていると聞いて、お父さんはびっくりしたぞ。挨拶にはいつ来るんだ？」

「……っ！」

「経営者が集まるボランティア団体の会合で檜山さんと会ったんだよ。あちらの長男さんと交際をしていると聞いて、びっくりした。お父さんは咄嗟に話を合わせたけど、報告しないなんて酷いじゃないか」

「ご、ごめんなさい。その……まだ、はっきりと婚約とかしているわけじゃないから」

「いや、怒ってないよ。ウチとしても、檜山さんからありがたい申し出を受けて、喜んでいる所なんだから」

「えっ、申し出？」

　紗穂が素っ頓狂な声をあげると、父が嬉しそうに説明をする。

「檜山総合病院とウチの施設との提携だよ。退院した患者さんを優先的にウチの施設に紹介してくれるってことだ。なんならこの際、直斗君と正式に婚約したらどうだ？　あちらのご両親もかなり乗り気だし」

（ヒィィ……！）

「なっ、直斗さんと相談してみるね」

　紗穂はなんとか言い繕って実家を出たが、とんでもないことになったと、かなり焦っていた。

　とにかくマンションに戻りソファーに突っ伏して……しばらくは動けなかった。

　檜山に脅されたからって、偽恋人の役なんて引き受けなければよかった。家族の事業を巻き込んだ大ごとになるなんて、想像もしていなかった。

（どうしよう……）

　形だけの恋人だったはずが、親同士の暴走によって結婚なんてことになったら……恐ろしすぎる。

「と、とにかく檜山先生に連絡しなくちゃ」

　今日檜山は当直で病院にいるはずだ。電話は控えて、とにかくメッセージだけでも送っておこう。紗穂はスマートフォンを手に取りアプリを起動させる。

『大変！　父と檜山院長が会合で私達のことを話しあったみたい！　正式に婚約したらどうかって父に言われた。どうしよう』

　これだけ書けば檜山にも伝わるだろう。紗穂は返事が来るまで、とりあえず温かいお茶でも飲もうとキッチンに向かった。

　紅茶を淹れてソファーに腰をかけると、返事が来ていた。

『わかった。仕事が終わったら紗穂のマンションに行く』

　非常に端的な文章だ。とても冷静で、全然焦っていない。紗穂は自分の慌てふためいた文章と見比べて、調子抜けする。

「なにこれ、もうちょっと慌ててもいいんじゃない？」

　とにかく、夕方には檜山がマンションに来るらしいので、まずは掃除から始めることにする。




　午後七時頃になって、檜山は紗穂のマンションにやってきた。玄関ドアを開けると、迷わずリビングに向かう。何度かマンションには来ているし、そんな檜山の態度には慣れっこなので気にはならない。

「コーヒーをどうぞ。今夜は当番じゃないんですか？」

　角砂糖二つ入りのインスタントコーヒーをリビングテーブルに置きながら尋ねる。

　医師当番表の順番から、なんとなく今夜あたり檜山が外科系の当番だと思っていたのだ。呼び出しがかかれば病院に向かわなくてはいけないから、落ち着いて話はできないかもしれない。

「当番だけど、電話が来ないことを願うわ」

「やっぱり」

　なのに、ソファーに腰掛けた檜山は実に落ち着いてコーヒーを飲んでいる。紗穂は隣に座るには近すぎるのでダイニングチェアを動かして腰をかけた。

「隣に座ればいいのに」

「近すぎて話がしづらいから、ここでいい。それより、どうするの？」

「提携がどうたらは親父から聞いていた。俺は別にいいんじゃないかと思ったけど」

　何を呑気なことを言っているのか？　紗穂は思わず腰を上げて檜山の目の前に立った。

「正式に提携してから『私達別れました』なんて言えないじゃないの！　まずいよ」

　慌てる紗穂を見上げて檜山が軽く微笑んだ。

「慌てるなよ、俺達が別れなきゃいいだけの話だ」

「はあ？」

　紗穂は檜山の隣に腰をかけると、大きな息を吸って……吐いた。そして、言って聞かせるようにゆっくりと告げる。

「檜山先生、気でも違ったの？　私達は元々『偽』恋人だったんだよ。『別れなければいい』じゃなくて、そもそも付き合っていませんけど」

「うん」

　うん。じゃなくて……と話を続けようとしたのだが、檜山が「あのさ」と言いかける。

「はい、なんですか？」

「本物の恋人同士になってみないか？」

「……誰が、誰の？」

「俺と紗穂が、正式に付き合うっていうのはどうだろう？」

　はにかんだような、少し笑みを浮かべて放たれた言葉が、紗穂の脳内に届くには少しだけ時間がかかった。

　檜山がそんなことを言うなんて想定外だったし、何より照れたような表情を今まで見たことがなかったから動揺したのだ。

　言葉を失って目の前の整った顔を見つめていると、紗穂の手が温かくて大きな掌に包まれた。

「紗穂とは相性がいい気がするんだよ。なぁ、俺とじゃ嫌か？」

「い……や、じゃ、ない、けど」

　嫌じゃないけど、それでいいの？　こんな展開ってある？

「なら、結婚を前提として俺と交際をしてみないか？」

　紗穂の手を包んでいた手が、肘を撫で腕から肩に上っていく。撫でるような優しい感触が心地よくて、紗穂はされるがままになっていた。普段ならきっと『何すんの！』と怒っていただろう。でも、檜山の穏やかで深い声に説得されていると、まるで催眠術にかかったみたいに身体が溶けていく。

　まるで、カチコチに凝り固まった紗穂の思い込みが解れていくような、不思議な感覚に陥っていた。返事をしない紗穂に檜山が尋ねる。

「俺が夫になるのは嫌か？」

　夫とは、気が早い。そう思ったけれど、互いの両親が望んでいることはそういうことで、紗穂もそれは理解している。

　偽恋人を演じているつもりが、いわゆる家同士の利害を伴う結婚に巻き込まれてしまったということだ。

「……嫌とか、そういうんじゃないけど」

「じゃあ、イエスと言ってくれよ。頼む」

　腕を撫でる手が紗穂の首筋を辿り敏感な耳を撫でる。くすぐったくて首を傾げると、檜山の含み笑いが耳に届いた。二人の距離は近くて、ほんの少し顔を傾ければ唇が触れ合ってしまいそうなほど。

「そんな簡単に答えは出せないもん」

　紗穂の口から意図せず甘えた声が漏れると、檜山がまたフフフと笑う。

「その言い方、何歳だよ？　まぁ、可愛いけどさ」

「かっ……」

　心にも思っていないくせに。そう言おうとした紗穂の唇を檜山のそれが塞いだ。以前キスをされた時には、優しく探るようなキスだったけれど、今日は違う。

　後頭部に当てた手が紗穂をしっかりとホールドして、頭がゆっくりとソファーのアームに着地する。唇は明確な意思を持っているみたいに、紗穂の舌を探りだして絡みつく。敏感な粘膜を擦り付けあい、互いの唾液が混ざり合っていく。

「……ん、ふぅ……」

　甘いため息を漏らしてしまい、紗穂は自分の声にギョッとする。話をするつもりだったのに、なぜか簡単に押し倒されて、ソファーの上でラブシーンを演じているなんて。

　舌を甘噛みされて吸われる。唇が更に密着して、檜山の体がのしかかってきた。その重みは悔しいことに心地よく感じられ、髪の毛を撫でる指の優しさに、愛されているのかと勘違いしそうになる。

　檜山のキスは紗穂の埋もれていた官能を呼び覚まし、行為は深まっていく。

（私はこんなに奔放なタイプではないはずなのにどうして？）

　と、紗穂は自らに問いかけるけれど、檜山の唇はあまりに心地よく、体の重みや手の動きに紗穂は酔いしれ思考を手放してしまう。

　意識が朦朧として、明確な答えが探し出せない。

（もしかして本気で好きになりかけている？　まさか……）

　紗穂は流されるまいと、少しだけ檜山の胸を押してみたが微動だにしない。檜山のキスは決して嫌じゃない。むしろ好き。でも、もっと考えなくてはいけないことがある。

　感情に流されるのではなくて……。

「紗穂、イエスと言ってくれ」

　そう囁かれて、檜山が返事を待っていることに気がついた。

「簡単に、言えな……い」

　その答えは彼の望むものではなかったようで、更にキスは熱を帯びていく。息を奪われるかのように強く吸われ、硬い舌先に口腔を余すことなく突かれる。

　紗穂の歯並びや噛み締め癖の跡、舌の長さや厚みまで、紗穂の全てをスキャンするみたいに、檜山の舌は丁寧に執拗に絡んでくる。

「ふぅ……っ、ん、はぁ……」

　離して、息が辛い。そう言いたいけれど言葉は形を成さず、檜山の胸に手を当てたまま、紗穂は鼻にかかったため息だけを放つ。

　カットソーの裾から手が入ってきて、ブラ越しに胸を包まれる。そのまま揉みしだかれて、紗穂は心地よさに目を閉じた。

（気持ちいい……でも、でも止めなきゃ……）

　思考とは裏腹に、紗穂の手は檜山のシャツの背中を掴み、胸への愛撫に酔いしれる。カットソーがたくしあげられ、ブラが外されると白い肌が晒される。いつもは色の薄い先端が、少しだけ色づき丸く立ち上がっている。それを見つめる檜山の目が、普段とは違った光を放った。

「紗穂、綺麗だ……」

「……えっ？」

　二人はソファーの上で数秒見つめ合う。フッと笑った檜山が視線を落とし、剥き出しの乳房に唇を近づけた。

　大きな手で乳房を持ち上げるように支え、ゆっくりと先端を口に哺む。温かく湿った粘膜に包まれ、舌で形をなぞられて、痺れるような快感が走った。

「あぁッ！」

　思わず出た声に自分でも驚いたけれど、檜山は行為をやめない。乳頭を軽く噛まれ、吸われ、紗穂は身悶えして愉悦に咽ぶ。

「あぁ……っ、なおとぉ……」

　紗穂の手は、乳房に齧り付く檜山の頭を抱え髪の毛を好き勝手に触る。思いっきり強く吸われ、快感に体をくねらせて喘いだ。

「……あぅ……、あぁ……ん」

　両方の乳房を好きにされ、痺れるような甘い愉悦に紗穂は脚の間から蜜を滴らせ身を捩る。発情のスイッチが入ったみたいに、紗穂は奔放になっていく。檜山の股間に手を伸ばし、硬く膨らんだ滾りに触れる。衣類越しだけれど、紗穂が触れるとそれが大きく震え、さらに膨らんで行く。

「紗穂……」

　檜山は舌なめずりする紗穂の頬を撫で、性急に口付ける。唾液さえも甘い口付けを受けながら、紗穂は身体を押し付ける。着衣の中に入ってきた手がショーツのクロッチを撫で、紗穂の胸は官能の期待に震える。すると、何かが振動する音が耳をかすめ、名残惜しそうに唇が離れていく。身を起こした檜山がスマートフォンを耳に当てて応答する。

「はい、檜山です。……お疲れ様です」

　救急から連絡が入ったのだろうか、紗穂も身を起こして耳を澄ませる。

「……そうですか、僕が着くまでに四肢と胸部のレントゲンも撮っておいてもらえますか？　……はい、よろしくお願いします」

　今までの行為が嘘みたいに平静な声で通話を終えると、紗穂に視線を向け微笑みかけてくる。

「呼ばれたよ、自動車事故だそうだ。中野先生とセットの時に呼ばれる確率が高いのはどうしてだろうな？」

　それは多分、中野先生が貴方と会いたいからだと思います。とは言えず、紗穂は笑みだけを返し立ち上がった。

　檜山に触れられて盛大に盛り上がった自分が少しだけ恥ずかしい。だって、檜山はさっきまでの情熱などどこにも見当たらない様子で身だしなみを整えて出ていこうとしている。

「どうぞ行ってらっしゃい」

　玄関先で見送りながら声をかけると、振り返った檜山が唇を歪める。

「平気そうなのが癪にさわるなあ。明日は当直じゃないんだろう？　仕事が終わったら夕食に行こう。あ、そんな顔をしないで、美味い店に連れていくから。な？」

「……はい。明日は真面目にお話をしてくださいね」

「俺はいつも真面目だ」

　そういうと、紗穂の唇にチュッと軽くキスをする。

「あっ、もう！」

　ふいを突かれて怒る紗穂に、檜山は笑いながら言う。

「なあ、俺たちはウマが合うというか、肌が合うんだよ。だからきっと結婚もうまくいくよ」

「そ、そんなこと思いません！　もう、早く行って！」

　紗穂に塩対応されて、嬉しそうに笑いながら檜山は出ていった。紗穂は鍵をかけてリビングに戻ると、冷めた紅茶を飲み干して大きな息をつく。

「勝手なことばっかり言うんだから」

　檜山の言葉に嘘はないと思うけれど、この関係は一般的な恋愛関係ではない。性欲はあっても紗穂が望むような愛はない気がする。

　決して嫌ではないのだ。だって行為を許すほど檜山に惹かれているのだから。

　紗穂は自分の隠した想いがこんな形で成就することに、引け目を感じながらも内心では嬉しいと思ってしまう。

　そんな自分が一番嫌なのだった。




　翌日。

『檜山さんと一緒に、一度ウチに来なさい』

　母から来たメッセージを、紗穂は昼食の合間に苦い思いで見つめている。紗穂の気難しい表情に気がついた中野が、ラーメンを啜りながら物言いたげな視線を向ける。

「ごめん。母から面倒くさいメッセージが来たのよ」

「そうなの？　小嶋先生のご実家は、福祉施設を経営されていたんだよね？」

「うん」

　言葉少ない紗穂を気遣わしげにチラッと見るが、すぐに話題を変える。

「そういえば、昨夜の事故の患者さん、大騒動だったのよ」

「え、そうなの？」

　檜山が診た患者のことだろう。電話の対応を聞いた限りでは問題がないように思えたのだが、違っていたのだろうか？

「多重衝突事故で、最初の一人は下肢の骨折だけで終わったんだけど、二台目の救急車の患者さんがやばかった」

「あー、二台来たんだね」

「そう。檜山先生はいたんだけど、慌てて脳外科医と消化器外科医も呼んだりして、結構な修羅場だった。はあ……やっぱり私は外科医を選ばないでよかったわ」

「そんなにすごかったの？」

「うん。ストレッチャーで運ばれた時には全身が紫色で、ＤＯＡ搬送時死亡かと思った。最終的な診断は、脳挫傷と脾臓破裂。おまけに四肢の骨折」

「うわ……大変だったね。お疲れさまでした」

　診断名を聞いただけで、救急が修羅場だったことは容易に想像できる。二人は、しょっぱい梅干しを食べたような顔を見合わせ、互いの仕事の苦労を労いあう。

「ありがとう。とはいえ、明け方までオペ室とＩＣＵにいた外科系の三人が一番大変だったけどね」

「命はとりとめたんだ」

「かろうじて。一番最初に診た檜山先生が主治医になったから、そこはちょっと申し訳なかったかな」

「まぁ、でも、しょうがないね」

　そんな会話を続けながらも、二人は昼食を完食してお茶を啜る。

　今夜は檜山と食事をすることになっているが、昨夜の呼び出しで疲れているのではないだろうか？　紗穂はそんな心配をしていた。

　しかし、夕方には檜山からメッセージが届き、行く気満々であることがわかった。医局で待ち合わせをしようと言われ、紗穂は躊躇するが、それを察した檜山に押し切られた。

「こそこそする必要はないと思うけど。結婚云々の前に、俺は紗穂とは気の合う同僚でいたいと思っているから、堂々と付き合いを続けたい」

　そこまで言われては従わざるを得ない。結局ロッカールームで着替えている間に連絡が入って、ロビーで待ち合わせをしてタクシーで店に向かうことになった。

　檜山を気に入っている中野や他の女性スタッフ達の反感を買いたくない自分を、紗穂は小心者だと笑うしかない。

　タクシーの中で、紗穂は檜山に昨夜の患者のことを聞いた。

「救急で大変だったって聞いたけど、今日は付いていなくて大丈夫？」

「聞いたんだ？　整形のオペは全身状態が落ち着いてからだから、今のところ俺の出番はない。それに今夜は消化器外科の名医が当直だから、何かあれば診てくれるだろう」

「そうか、そうだよね。私、医者なのに恥ずかしいんだけど、やっぱり血が怖い」

「俺に殴りかかるほど血の気が多いのに？」

「……そのことは忘れてほしいんだけど」

「それはできない」

　紗穂の願いは即座に却下され、タクシーは店に到着する。檜山が予約したのはイタリア料理の店だった。

　料理は、店内のカジュアルな雰囲気と相まって、ピザやパスタなどリーズナブルなものが揃っている。いつも檜山に奢ってもらってばかりだったので、今回は自分が支払いをしようと思い檜山に告げる。

「いつも奢ってもらっているから、今夜は私が支払いをします」

「それはダメ。俺が誘ったんだから俺が出す」

「えーっ」

「なんで嫌そうにするんだ？　紗穂はやっぱり変わっているよなあ」

　そう言って檜山は嬉しそうな顔をするのだ。

　全然変じゃないと思うのだが、結局ご馳走になってしまう。

　注文したピザは何枚でも食べれそうで、白ワインが進む。カプレーゼや白身魚のカルパッチョなども注文して、紗穂は大いに食べ、飲んだ。

「絶対太るけどいいよね、美味しいから」

「まだ大丈夫だよ」

「まだ？　その言い方、なんか引っかかるなぁ。ま、いいか、美味しいから許す」

　いい具合に酔ってきた。今日檜山と食事をすることになったのは話をするためだったのに、三杯目のワインを飲んだあたりから、紗穂の判断力は怪しくなってくる。

　お待ちかねのリゾットが運ばれて、紗穂がスプーンを手にした時、檜山がボソッと呟く。

「なあ、俺と付き合おうよ。いずれは結婚をする前提でさ」

　あまりに軽く言い放つものだから、紗穂は檜山に顔を向けてつい頷いてしまう。

「うーん、そうだね。ねぇ、私のどこがいいの？　もしかして、紗穂でいいやくらいの気持ちだったら悲しいんですけど」

　酔っているせいか、檜山に対して正直なコメントができた。紗穂はフワフワとした酔いを楽しみながらも、わりと本気で答えを待った。

「紗穂がいいんだよ。でも、医者だからって理由じゃないぞ。紗穂以外の女性なら、こんなに必死になったりしない」

　檜山の真剣な表情を目の当たりにして、紗穂は戸惑いつつも嬉しさに震えていた。そんなことをおくびにも見せず、リゾットを一口食べてクソ真面目な顔を向ける。

「誰でもいいんじゃないのなら……。お付き合いします」

　そう答え、リゾットをスプーンで掬いながら檜山の表情を盗み見る。すんなりとＯＫをもらえるとは思っていなかったようで、一瞬ふいをつかれて表情が固まる。そして、ゆっくりと笑顔が広がる。

「本当にいいのか？」

「よろしくお願いします。えっと、直斗……さん？」

「呼び捨てでいいよ。紗穂、大事にする。一生そばにいてほしい」

　そう言われて紗穂は微笑んだ。

　焦がれるような愛ではないのは理解している。そもそもお互い十分な大人だから、パッション溢れる愛情を求めるのは間違っているのだろう。

　紗穂の中では、この数週間で檜山への想いが急速に募っているけれど、それは言わないでおこうと思っていた。

　ぬるま湯のような、穏やかな生活を保障してくれるのなら、紗穂はそれで十分だった。

（檜山先生の妻になれる……それだけでいいじゃない。これ以上を望むのは欲張りだよ）




　タクシーで送ってもらい、紗穂はそのまま部屋に上がってもらうことにした。すでに勝手知ったるなんとかなので、檜山は洗面室で手を洗いうがいをしている。

　いつものようにインスタントコーヒーを淹れ、自分には熱い紅茶を作ってテーブルに置く。コーヒーを飲む檜山の隣に腰をかけると、ニヤッと笑いかけてくる。

「今日は隣に座ってくれるのか？」

「彼氏の隣に座るよ。いけなかった？」

　堂々と言い切ると、嬉しそうに笑い出す。紗穂の肩に手を伸ばし抱き寄せると、そのまま身体をピッタリくっつけて、頭をコツンと合わせる。

「ハハッ！　そうだな。紗穂の彼氏になれてよかったよ」

「でしょ？　私を大事にしないと、すぐに友たち以下に格下げするからね」

「それは怖いからやめてくれ」

　下手に出ているように振る舞っているけれど、強気な紗穂を面白がっているだけなのがわかる。紗穂は本気で言っているから、触れたくて気もそぞろな檜山の手から逃れて紅茶をゆっくりと飲んだ。そういえば、母が檜山を連れてこいと言っていたのを思い出し、隣に顔を向ける。

「あのね、母が直斗に会いたいってうるさいの。よかったら……」

　言い終わらない内に檜山が頷く。

「わかった。休みを合わせて挨拶に行こう」

「ありがとう。よかった、ウチの家族、何度もうるさいのよね」

「娘が心配だからだよ」

　檜山はそう言いながら、紗穂が持つ紅茶のカップを取り上げてテーブルに戻すと、自然にキスをする。

　こういうシチュエーションを何度も練習したみたいに、本当に自然に紗穂は檜山の腕の中に囲い込まれた。今夜の檜山のキスはコーヒーの香りで、紗穂は心地よさに目を閉じて味わう。

　檜山のキスが好きだ。強引でしつこくて深くて長い。でも、紗穂の反応に合わせて、実は用心深いキスをする。

　キスにそこまで必死になれる人を、檜山以外で紗穂は知らない。

　檜山は紗穂が少し考え事に気を取られているのに気がつくと、舌で喉の奥を突く。少し苦しくて顔を背けようとする紗穂の頭を両手で押さえ、さらに唇ごと喰むように激しく吸う。

「ぅふ……っ、ん、んん……っ」

　ちょっとした恐怖を感じて、一気に身体が熱くなる。必死にキスについていくのがやっとだ。身体を押し付けられて、紗穂はソファーに横たわる。腰に跨った檜山は、紗穂の薄手のブラウスの裾から手を差し込み素肌に触れる。

　肌が熱い。触れてくる手はさらに熱く、こちらの気持ちが昂っていく。まるで紗穂の肌を記憶していくみたいに、ゆっくりと丹念に滑っていく。ウエストを撫で、お腹を上から押して撫で上げる。触診のような不思議な動きだ。紗穂はキスの合間に小声で尋ねる。

「ねぇ……何してるの？」

「紗穂の肌を触っている」

「それは知ってる。気持ちいいけど、なんだか触診されているみたい」

「ふふ……わかったのか？」

　わかるよ、医者だもん。そう言いたかったけれど、また唇を塞がれた。

「んっ……」

　舌を絡ませ、息を奪われそうなキス。檜山の手は肋骨を彷徨い、その上に……。ブラが押し上げられて、乳房が長い指にすっぽりと包まれる。

　熱く少し汗ばんだ手に乳房が吸い付き、強く揉まれる。先端が掌で転がされ、ジィ……ンと愉悦が走る。

　すべてが気持ちよすぎて、やめてほしくなくて困る。キスで塞がれた唇を震わせ、紗穂はくぐもった声で喘いだ。

「ぅふ……、ふぁ……っ」

　やがて、首筋にキスが落とされる。まるで熱い印をつけるみたいに、強く唇を押し付けられて、紗穂は快感に背をのけぞらせる。

「あっ……あ、あぁ……ん。や、感じやすいから……っ、やめ……」

　紗穂の懇願も虚しく、首を丹念に舌でなぞられ吸われ続ける。快感に汗を滲ませて、紗穂は目を閉じ檜山の背中に腕を這わす。ショーツがじくじくと濡れていくのが感じられて、羞恥に頬が上気する。

　鎖骨の窪みを舌が這い、押し当てられた唇でチュッと吸われる。紗穂の腰が跳ね、思わず声が出た。

「はぁ……っ」

　檜山の動きが止まり、紗穂の髪を優しく撫でる。

「これ以上続けたら、俺帰れなくなるな」

「……直斗？」

「ごめん、まるで発情期のなんとかだ……でも、もう一回、キスだけ」

　そう言って紗穂の頬を撫でキスを交わす。一度繋がると離れがたく、キスは深くなり二人はソファーの上でしっかりと抱き合っていた。静かな室内にピチャピチャと粘膜の触れ合う音が響く。

　どれだけ時間が経ったのかわからなくなる頃、唇が離され、二人は互いに額を合わせて荒い息を吐いていた。

　檜山を見送るために玄関に立つと、去りがたいのか紗穂にまたチュッとキスを落とす。

「直斗、気をつけて帰ってね」

「うん……」

　紗穂に背中を押され、檜山は部屋を出ていく。送る紗穂もまた、温もりが去って寂しい気持ちが募るのだった。







　それから数日後、二人は休みを合わせて紗穂の実家に向かった。母のたっての希望もあり、檜山もきちんと挨拶をしたいと思ってのことだった。

　両親は、紗穂が医学部に合格した時や医師免許を取得できた時よりも喜んでいたのが、紗穂的には複雑な心境だった。

　親としてはそれも仕方ないことなのだろう。父にいたっては経営が難しくなっていた矢先、檜山の病院との提携というありがたい話があったから、余計に嬉しかったのだろう。

　両家で一度食事をしようと父から持ちかけられ、檜山はにこやかに頷く。そうして二人は紗穂の実家を後にした。

　今日はお互いにフリーの日なので、午後からの予定はない。ランチを摂ろうと檜山の車でレストランに向かっている時だった。信号待ちで停車中、不意に檜山が紗穂に話しかける。

「昼食の後で映画でも観る？」

　唐突な提案だが、檜山はなぜか必死で、紗穂はキョトンとして目を合わす。数秒間、見つめあった後、信号が青になり車が動き出した。

「紗穂、デートをしよう」

「……デート」

　その単語が檜山の口から出てくるのが予想外で、紗穂の胸で膨らんでいた檜山への甘やかな想いが一気にパチン！　と弾けた気がした。頬が一気に熱くなり、頭に血が上る。それでも冷静な声を作り頷いた。

「デート、したい。映画は何を観ようかな、私が決めてもいい？」

「頼む」

　嬉しがらないよう冷静に、冷静にと自分に言い聞かせつつ、紗穂は真剣に映画を選ぶ。恋愛映画やラブシーンが多い映画は気まずくなりそうだったので、リバイバルされたドキュメント映画を選んだが、実は全く興味がないジャンルだったので、選んだ後で紗穂は超絶後悔をした。

（私、絶対に寝るよね？　いやだ、どうしよう）

　軽いランチの後、ショッピングモールに併設された映画館に向かう。紗穂が選んだ映画の題名を伝えると、檜山は興味深そうに尋ねる。

「意外だな、こういうのが好きだったのか？」

　そう聞かれて焦る。本当は全然興味はないからだ。

「なんとなく。地球上で最も成層圏に近い場所ってどんな感じなんだろうって」

　映画がエベレスト登山の話だったので、最もらしい理由を作って説明をすると、檜山はただ頷いていた。

　映画館に向かうと、檜山はさりげなく紗穂の手を取り暗い館内を進む。一番奥の座席の真ん中に陣取ったが、客はまばらでまわりに人はいない。

　映画が始まり、厳しい自然の中を登場人物が苦労しながら登っていく。そんな緊迫した場面が延々と続くスクリーンを二人は無言で見つめていた。

　途中、下界での人間模様を描く場面で、檜山が紗穂の耳元で囁いた。

「なあ、映画が終わったら俺の家に来ないか？」

　そう言って紗穂の右手を掴む。

「い、いい……よ」

　やや汗ばみながら答えると、檜山は紗穂の掌の窪みを親指で軽く撫でる。

「……っ」

　軽い接触なのに妙に心地よくて、触れられた場所が熱く感じられる。そのまま握られた手は映画が終わるまで離されることはなかった。

　檜山のマンションに向かう車内で、映画の感想が止まらない。終わってみればいい映画だったので、拾い物だった。

「エベレストに登るより、帰ってくる方がずっと大変なんだね。職種は違うのに身につまされるのは何でかなぁ」

「そりゃ、過酷な登山と、俺たちの終わりのない連続勤務や劣悪な就業環境が似ていると感じたんだろう？　命こそかけないけど……いや、かけることもあるか」

　檜山の言葉を拾い紗穂が問いかける。

「命をかける？」

「刃物を隠し持った患者を診察室から追い出した事があったけど、あれは怖かった。ドスっていうの？　刃物の柄えがズボンのウエストから見えていた」

「ええぇっ？」

　紗穂は診察室で揉め事に遭遇したことはないが、外科系は色々あるのだろう。特に整形外科は事故関係のお金や後遺症絡みで、患者に詰め寄られたり色々あるとは聞く。

「心配か？」

　進行方向に瀟洒なマンションが見えてきた。あれが檜山のマンションだろうか。

　心配だけど、怖がっていては医者はできない。紗穂は微笑んで檜山を見る。

「直斗なら大丈夫だと思うから、信頼してるよ」

「そうか？」

「うん。それより……真面目な話、私の暴力からこんな展開になってしまって、直斗は後悔してないの？」

「全然、もともと紗穂のことは好きだったから、渡りに船だ」

「またまたー、嘘ばっかり」

　紗穂が茶化すと、檜山は軽く笑って前方に視線を戻す。マンションの駐車場に車を停め、二人は檜山の高層階の部屋に向かう。

「そういえば、紗穂のマンションで俺は初めて人の顔にシートパックをしたが、あれは一体なんのためだったんだ？」

　紗穂が酔い潰れた夜のことを言っているのだ。

「だって、化粧水とか乳液とか、言ってもわかんないでしょう？　だから、全部コミコミにできるパックを取ってもらおうと思ったのよ。何なら今度ウチにきた時に、私の夜のお手入れを全部レクチャーしようか？」

「うーん、それは、おいおいな」

「……そこは断るところじゃないの？　その素直さが逆に怖いわ」

「酷いなあ。尽くす俺が怖いってか？」

　バカな話をしながら、檜山の部屋に入る。

　玄関で靴を脱いだ紗穂の腕が、引っ張られて広い胸に着地する。そのまま紗穂の身体は力強い胸に抱かれた。

　檜山のシャツからは、少しだけ石鹸の香りがした。柔軟剤だろうか？　この大柄な美男に石鹸の香りはミスマッチで少し可愛い。

　檜山の上質なジャケットは廊下に置き去りにされたまま、紗穂の髪を撫でる指が顎をなぞり少しだけ上向きにされる。檜山と見つめ合いながら、紗穂は微かな笑顔を向けた。







３．もしかして溺愛？








　薄暗い寝室で、紗穂は檜山の腰に跨りキスをしていた。

　紗穂から仕掛けたわけではない。ベッドに上がった檜山に身体を持ち上げられたのだ。

　腰を掴まれたまま、綺麗な顔が間近に迫り唇が押しつけられたが、元より逃げるつもりはない。

　唇は柔らかく、熱く、紗穂を溶かしていく。キスの余韻でボーッとしていた紗穂に、イタズラっぽい表情で檜山が囁く。

「なあ、結婚までに体の相性を確かめておかないか？」

　あからさまな言葉に紗穂がキッと顔を上げる。先日の甘い檜山はどこに行ってしまったのか？　せっかくいい感じだったのに……と紗穂は少しだけイラつく。

「……ちょっと、いつもそんなセリフで女性を口説いているの？　あまりにも情緒がないって言われない？」

「紗穂を抱くのに情緒は必要なのか？」

「……ひ、必要だと思う」

　甘い雰囲気を演出するなんてことは全然考えていなくて、あっけらかんとセックスを提案する檜山に呆れるが、油断をすれば頭の回転の速い檜山に丸め込まれそうだ。

　このまま何も言わずにムードに流されたら、多分結ばれていたと思う。なのに、余計な提案をするから調子が狂うのだ。情緒もへったくれもない男だ。

「考えてもみろよ、結婚後に『やっぱり合わない』なんてことになったら悲惨だぞ」

「それはないと思う」

「どうしてないと思えるんだ？」

「それは……」

　言い淀む紗穂の内心を見透かすように檜山はじっと見つめている。まるで大変なオペをする時みたいに真剣だ。

　その眼差しを避けるように紗穂は俯いたまま、小声で答えた。

「だって、キスがものすごく気持ちいいから。触り方も好きだし、先日もその前も最後までしたいと思ったし……」

　紗穂の胴体がいきなりギューッと抱きしめられて、思わず声が漏れる。

「うッ！」

「そういうところが可愛いんだよなあ。紗穂、抱かせて」

「……だからぁ、あからさますぎ！」

　檜山の肩を叩き、紗穂はクスクスと笑う。

　ワンピースのジッパーがゆっくりと下ろされ紗穂の肩があらわになる。サラサラした素材のワンピースが腰まで落ち、紗穂は下着だけの姿を晒していた。

　まだ笑いの発作が収まらない紗穂に口付けた檜山自身も笑っている。紗穂の柔らかな前髪をかき上げてクシャクシャッと乱し、さらに、唇を押し当て噛み付くようなキスをする。

　キスで蕩けた身体が横たえられ、紗穂の長い黒髪がベッドのシーツに広がる。緩んだネクタイを強く引っ張って外し、檜山はベッド下に投げると、紗穂のワンピースを優しい手つきで脱がせていく。

　それをベッドサイドのテーブルに置き、横たわる紗穂に微笑みかける。

「シワにならないかな？」

「大丈夫」

　自分の洋服は無造作に放り投げるのに、紗穂のワンピースの心配をしてくれる。檜山が自分だけに見せる気遣いに、紗穂は面映い思いを抱いた。

　紗穂の首筋から肩まで丹念にキスを落とし、舌でなぞっていく。滑った舌でねっとりと肌を撫でられ、時に強く吸いつかれる。

　繊細なレースのブラの上から乳房が掴まれる。長い指で揉みしだかれ、カップからはみ出た先端が指で弾かれ、甘い刺激に思わず声が漏れる。

「あっ……」

　後ろのホックが外され、張りのある乳房が開放される。紗穂の白くきめ細やかな肌を、大切な宝物のように、檜山は優しく愛撫する。

　あらわになった淡い乳輪が指でなぞられて、紗穂は愉悦に目を閉じ首をのけ反らせた。先端が生暖かいものに包まれ、じゅっと吸われる。

　極甘な飴を嬲るように、口腔の粘膜と舌を使って乳房の先端が転がされ、紗穂は背をしならせて喘ぐ。それはまるで、『吸ってください』とでもいうように、胸を突き出した体勢なものだから、檜山は長い指や口を使って、紗穂の快感をさらに導き出していく。

「あぁっ！　ぁ、やぁ……、もぉ……」

　もう片方の乳房も同じようにしゃぶられ、紗穂の肌が熱を帯び上気していく。声を上げ、シーツをギュッと握りしめて喘ぐ紗穂の肌を、檜山の指は下へと滑っていく。ウエストを撫で、お腹から恥丘へと滑る指は、茂みの中の湿った場所に入り込む。

「紗穂、触ってもいい？」

「ん、触って……」

　割れ目に沿って動く指の感触にもどかしさを感じ、紗穂は少しだけ腰を浮かせて、檜山の指に局部を押し付ける。

　その意図をすぐに読み取った檜山がくぐもった声で笑い、乳房の先端に強く吸い付いた。

「あぁっ！」

「紗穂は激しいのが好きなのか？」

　意地悪っぽくはないけれど、笑いながら問われて、簡単に頷くのが躊躇われる。

「そうでもないけど、今は……」

　今は、すぐにでも一つになりたい気持ちが強くて、ゆっくりとした動きがもどかしい。もっと檜山に求められたい。

　紗穂はシーツを握っていた手を離し、檜山の肩に掴まった。そして、首を持ち上げて檜山の耳を軽く噛んで囁いた。

「直斗、もっと……」

「紗穂……」

　膣口に伸びた指は迷いなく中に入り込み、内壁を擦りながら進む。すでに潤んでいた膣中から、愛液がグチュグチュと溢れ出て足の間を濡らしていく。

　中壁を擦られ抽送を繰り返されると、堪えきれず紗穂は声をあげる。

「あっ……あぁ……ん、ん……はぁっ」

　愛液がヒップまで流れて、シーツが濡れているのがわかる。檜山に悪いな……と思ったのも一瞬で、奥に押し込まれた指から強い刺激を感じて、思わず腰が跳ねる。

「ぐちょぐちょだ。紗穂は可愛いな。そんなに気持ちいいのか？」

「やっ、やだ。恥ずかしいから言わないで……っ、あ……」

　乳房を弄っていたもう一方の指が下に伸び、襞を広げて奥にある小さな蕾を擦る。溢れ出た愛液で滑ったそこは、酷く敏感で少しの刺激にも弱い。

「あぁっ！」

　強い刺激に腰が跳ね、快感に内股が震える。

　擦られるたびに紗穂の腰がビクビクッと震え、愛液が滲み出る。さらに擦られると、その部分だけが大きく腫れて熱を持ち、恐怖にも似た愉悦に頭が変になりそう。

　痛いのか気持ちいいのかわからなくて、紗穂は檜山の腕にしがみつく。

「あぁ……ッ！　なおとぉ……」

「ん？　もっとか？」

「ちが……」

　紗穂はイヤイヤと首を振ったが、檜山の指はさらに淫芽を弄ぶ。膣中に長い指を差し入れ、身体をずらしそこに口を付ける。

「あっ、やッ！」

　逃げようとする紗穂の腰を掴み、ぷっくりと膨らんだ尖りを舌で舐め上げた。

「あぁっ……あ、やぁ……」

「嫌か？」

　嫌ではないけれど、自分がどうにかなりそうで怖い。そんな紗穂の気持ちを読んでいるくせにやめてくれない。こちらを見上げ笑みを浮かべる檜山は、どこか知らない人のよう。

　今まで見たことも無い彼の表情は、紗穂の官能を刺激して大胆にさせる。

「どうし……て？」

　意味のない問いかけに答えはなく、檜山は紗穂の脚の間に顔を埋め淫芽を啜り上げる。

「あぁッ！　あ、あぁ……っ」

　びちゃびちゃと音を立てて舐め、尖りが啜り上げられる。さらに、秘肉に差し入れた指で内壁が擦られ、狂おしいほどの愉悦を与えられ、紗穂の背が反り上がる。

　拳が白くなるほどにシーツを掴み、必死に耐える。

　内壁を指で抉られ、秘襞がゾワゾワと蠢くのを感じた。

「ひ！」

　尖りに歯が立てられた瞬間、痺れにも似た快感が背を走る。

「やぁッ！　だめぇ……、なお……と、あ、ひぁぁ……っ」

　中が痙攣し指を締め付ける。悲鳴のような声が自然と漏れ、紗穂は激しく達した。




　ほんの一瞬ブラックアウトした紗穂が目を開けると、檜山が心配そうに見つめていた。

「紗穂？」

「……ん、イキすぎちゃった。直斗がしつこいから。もう！」

　紗穂の毒舌に檜山が安心したように笑みを浮かべる。

「ごめん。反応が可愛すぎて止まらなくなった」

　そう言って紗穂の唇に噛み付くようなキスを落とす。

「あんっ」

　ついさっき達したばかりの秘所に指が入ってくるけれど、まだ中は収縮したままで指をきゅうきゅうと締め付ける。そんな狭い中を擦られて、紗穂は愉悦にびくびくと腰を震わせる。

「ああ……っ」

「すごい、キツいな……」

　指を抜いた檜山が、愛液で濡れた指を舐める。

「やめっ、きたないよ」

　思わず声を上げると、檜山は上唇を舌で舐め、ニヤリと笑う。

「綺麗だよ。それに俺、紗穂のここの匂いが好きだ」

　そう言って怒張した屹立を秘所に擦り付ける。腰をスライドさせ、何度も擦られると、ジィ……ンと愉悦が込み上げ、紗穂は目を閉じて首をのけ反らす。

「はぁ……はぁっ、あっ、あぁ……ん」

　痺れるような甘い感覚に、腰が震えクチュクチュと淫らな音が耳に届く。溢れ出た愛液は、互いの腰やシーツをしとどに濡らす。

　貪欲に腰を反らせ屹立に押し当てる。そんな紗穂を焦らすように檜山が身体を離した。

（意地悪……）

　もっと気持ちよくなりたい。早く一つになりたい。焦がれるような思いで紗穂は声をあげる。

「やぁ……っ、ね、お願い……」

「ん？　どうした？」

　檜山が顔を上げ、艶かしい視線で紗穂を見つめる。紗穂は上気した頬をさらに染めて願いを口にした。

「入れて……ほしいの。直斗と早く一つになりたい」

「俺も」

　そう答えた檜山は避妊具を握っている。身体を離したのはこれを取るためだったのか。紗穂は恥ずかしくなって檜山の胴を抱きしめる。

「紗穂、くっついたままじゃ付けられないよ」

　クスクスと笑いながら檜山は身を離す。

「……っ、ごめん」

　紗穂が目を閉じて横たわっていると、ガサガサと音が聞こえ避妊具をつけている気配を感じる。

　紗穂にまた深く口付けて、檜山は脚の間に体を割り込ませる。紗穂の膝を押し、脚を開かせて屹立を膣口に擦りつける。

「ぁん……」

　そんな動作でさえも感じてしまい声が漏れる。蜜口に押し当てられた屹立の先端がグイッと押し込まれ入ってくる。

「んっ……んんっ……」

「……っ、まだ狭いな。大丈夫か？」

「……ん、大丈夫」

　太い屹立が隘路を広げながら入ってくるのを、紗穂は息を止めて感じていた。医大に入ってからできた彼氏とは、研修先が離れてそれっきりだ。だから行為はとても久しぶりで、以前どうだったかもあまり覚えていないほど。

　自分が恋愛に関して初心者であることはもう隠しようがないので、紗穂は正直に申告する。

「なんか……ね、すごく久しぶりで……っ、ふ、不手際があったら……ごめん」

　喘ぎながらそう告げると、行為の最中なのに、檜山がフッと息を吐いて笑い出す。

「ふふっ。紗穂は本当に面白いなぁ、飽きないわ。心配するな、俺もご無沙汰だから不手際はお互い様ってことで」

　甘い眼差しを向けられてキスが落ちてくる。舌を絡ませ強く吸われ必死に応えるうちに、昂りは奥まで沈められ、屹立に最奥を軽く突かれる。

「……あ、あぁ……っ！」

　檜山に貫かれて自分の中が満たされていることが、紗穂を幸せな気持ちにさせる。唇と下半身、両方で繋がったまま、ゆっくりと穿たれていく。

　下腹部がいっぱいに満たされ突かれるたびに、紗穂は浅い息を繰り返しながら、檜山の腕にしがみつく。

「はぁっ……あ、ぁん、あ……ッ！」

　横たわって檜山を受け止めているだけなのに、紗穂の呼吸は乱れ酸欠になりそうだ。昂りを沈められるたびに、秘襞がひくつき剛直を締め付けるのがわかる。

　檜山が眉を顰め、吐息を漏らす。

「ああ……紗穂」

　彼の情感のこもった声を聞くだけで、紗穂の胸が甘く締め付けられる。

　内襞を深く抉られるたびに、紗穂の体は制御を失ったように震えてくる。最奥をかき混ぜられ、下腹部が痺れるように疼く。紗穂は身を捩り、普段では考えられないような艶かしい声をあげる。

「あっ、はぁ……ん、あぁ……」

　ゆっくりと抽送を繰り返され、浅い場所をじっくりと突かれると、言いしれぬ喜悦に内襞が震える。

「はぁッ！」

　秘襞が震え腰が弾け、檜山がふと動きを止める。

「ここか？」

　腰を小刻みに揺らせ角度を変えながら同じ場所を穿たれると、意識が飛びそうなほどに気持ちがいい。

「あぁ……っ、いいッ！　なお……と、もっとぉ……」

　ゆっくりだった抽送が次第に激しくなり、身体が大きく揺さぶられる。乳房に軽く歯を立てられ、先端がいきなり強く吸われる。

「あぁッ！」

　乳房への愛撫に、秘襞がひくつき、さらに滾りを締め付ける。堪えきれず檜山が掠れた声を漏らす。

「あぁ……紗穂……達っていいか？」

「……んっ、なおとぉ……イッて……」

　ちゃんとお伺いをたててくれるのが可愛くて、紗穂は乳房にしゃぶりつく檜山の頭を抱きしめ髪の毛をクシャクシャに乱す。

　抽送はさらに激しく奥を突き、感じやすいところを何度も穿たれる。身体から湯気が出るほどに熱く、お互いの欲望に夢中になっていく。

　昂りは膣中で爆発しそうな程に張り詰めて、紗穂は絶頂の兆しを感じて目を閉じた。

「んぁ……っ、あっ、あっ、あぁ……っ」

　ズン！　と深く重く最奥を抉られ、押し付けられた腰がグラインドされる。

「あ、いっちゃ……！」

　膣襞が蠢き、滾りに纏わりつきながら締め付けていく。自身の意思とは関係なく動く身体の反応に、紗穂は追い立てられるように絶頂に達していく。

　痛みにも似た激しい快感に、紗穂が悲鳴のような喘ぎ声をあげると、檜山が苦しそうに顔を歪めて天井を仰ぎ見て呟く。

「……っ、イク……ッ」

　繋がったまま紗穂の身体の上に体を預けた檜山が、髪を撫で顔を近づけてくるけれど、紗穂は激しく達した後なので、身体の力が入らなくて動けない。

　ただ恍惚とした表情で檜山を見上げる。檜山もまた、気だるく熱を孕んだ瞳で紗穂を見つめ甘い声で囁いた。

「紗穂、好きだよ」

　落とされたキスは深く、長く続く。

　一度達して敏感になった乳房の先端を温かい掌で包まれて揉まれると、愉悦にまた声が漏れる。

「あ……ん……っ」

　その甘い声を耳にしたせいか、力を失っていた屹立がまた大きくなった気がした。檜山は一度中から自身を引き抜き、避妊具の始末をする。紗穂がチラッと目にしたそれは、濡れて怒張し震えている。

（一度達しているのに、もう復活している？　えっ、ちょっと待って！）

　終わったら抱き合って眠れたらいいなと思っていた紗穂は、ちょっとだけ調子が狂う。

（もう一回って言われるのかなあ？　私の体力大丈夫？）

　そんな紗穂の心配をよそに、檜山はマイペースだ。

「紗穂……」

　そう声をかけて、紗穂の膝をガシッと掴む。

「な、何？」

「もう一回する？」

「す、する？」

　問いかけに問いかけで答えてしまったが、ゆっくりと落とされたキスが極上に甘く気持ちよすぎて、結局受け入れてしまう。

　紗穂にしては技術面・体力面でハードルの高い行為だ。久しぶりだと言いながら、檜山はキスが上手いし、全てにおいて上級者に思える。

　キスをしながら檜山は、紗穂の脚の間に身を滑り込ませ、昂りを沈めていく。先ほどの交わりで蕩けた蜜口は、簡単にそれを呑み込んで蜜を滴らせる。

「あっ……！　あ、あぁっ……」

　いきなり入ってきた剛直に、一気に高みに押し上げられ、肩にしがみついて情熱を受け止める。

　一度達した秘肉は、少しの刺激で簡単に達しそうで、紗穂は込み上げる愉悦を必死に耐える。

　抽送を繰り返すたびに中壁を抉られ、奥が突かれて中襞がひくつき剛直にからみつく。片方の膝を掴み穿たれると、最奥に剛直が届き紗穂の顎が空を刺す。

「ん、ぁあ……っ！　奥……っ」

　最初の交わりよりも更に奥を突かれ、一気に軽く達した。それでも抽送は止まず、その激しさに紗穂の目の前が霞んで見える。

　まるでジェットコースターだ。

　檜山にされるがまま身体を開き、熱い情熱を注ぎ込まれながら、紗穂は熱に冒された人みたいに浅い息を繰り返す。

　終わりのない快楽に、意識が遠くなりそう。繋がった局部が引くつき喜悦が込み上げ、四肢はさらに強い快楽に備えて固く緊張する。

「はっ、はっ、あぁ……ん、あ、キッ…つ……い」

　檜山の腕を掴んでいた手が離れ、シーツに落ちる。紗穂は苦しさとないまぜになった快楽を、ただ与えられるまま受け止めていた。

「……くっ」

　檜山の艶かしい声が耳に届き、目を向けると、紗穂を熱い眼差しで見つめながら悦楽に耐えていた。

（綺麗。ああ……好きだぁ……）

　ふとそう感じ、檜山への愛おしさに胸が一杯になる。極限まで怒張した剛直に最奥を突かれている今、檜山への愛情を強烈に自覚した途端、下腹部がキュゥゥーと締まり二人は同時に大きな絶頂の波に呑まれ……果てた。




　気がつくと、檜山は隣に横たわり荒い息を吐いている。

　全身が蕩けて、体に力が入らない。腰にはまだ余韻が残っていて、少しでも動いたら中で勝手に達してしまいそうなほど。

　そんな状態を檜山に見られたら恥ずかしすぎる。もう少し、もう少しだけ檜山には倒れていてほしい。そう願っていたのに、隣に横たわる檜山が声を上げる。

「紗穂、大丈夫？」

　……じゃないけれど、心配を掛けてもいけないので返事をする。

「うん。大丈夫」

　身を起こした檜山にのしかかられてキスを落とされる。

「……んっ」

　キスに応えた瞬間、紗穂の下腹部が痙攣し腰がビクッと跳ねた。涙目で檜山を見上げると、ニヤニヤと嬉しそうに笑っている。

「や、見ないで」

　顔を隠すと、手首を取られ晒される。

「見させてくれよ。なぁ、まだ感じるのか？」

「……知らない」

「知らないじゃないだろう？　なあ、答えないと、もう一回……」

　檜山の手が下腹部に伸び、紗穂は必死に身を捩る。

「やぁ……もう！　今はまだ、回復途中なの……っ」

　結局事実を伝えたのだが、腰を動かしたので、まだ中がキュンと動いて震えてくる。

「もう、この体力オバケ！　私にその力を分けてよ」

　半分切れてそう言うと、檜山は大きな声で笑い出す。

「ハハッ！　可愛いなあ紗穂は。ちなみに、キスでエネルギーの交換といくか？」

　紗穂の膨れた頬に、チュッと音を立てて唇が落ちてくる。

「キスで？　嘘つき、科学的根拠を述べてよ。ば……」

　紗穂の憎まれ口は途中で飲み込まれた。檜山のキスが落ちてきたからだ。優しく啄むようなキスはやがて、息さえも奪うほど深くなっていく。そうして、二人の夜はふけていくのだった。




　翌日、紗穂はフワフワとした感覚が抜けきらない状態で病院に向かう。外来に行く途中、自販機で濃い微糖コーヒーを買い診察室に入る。

　コーヒーを飲みながら受付した患者のカルテを確認している内にようやくいつもの調子が戻ってきた。

　紗穂は結局檜山のマンションに泊まり、朝早くに自分の家に送ってもらったのだった。

　昨夜の檜山を思い出すと、身体の奥が甘く蕩けていくような、不思議な心持ちになる。今はそばにいないけれど、いつも一緒にいるような感じだ。

（安心感というか、直斗が見守ってくれている気がするのよね）

　思わずにやけてしまいそうになりながら、仕事を開始する。

　午後一時近くに外来の最後の患者を送り出して、冷たくなったコーヒーを飲み干すと、看護師に声をかけられた。

「小嶋先生、ファンデ変えました？」

「ファンデ？　いいえ。私、何か変？」

「なんだか今日は色艶がよくないですか？　絶対ファンデを変えたと思ったのに」

「本当に？　後で鏡を見なくちゃ」

　肌の色艶がいいなんて言われたのは初めてだったので、紗穂は嬉しくなった。これくらいでテンションが上がるんなら毎日言ってほしい。

　そう看護師に言うと、塩対応で返された。

「えー、たまに土気色の時があるから、嘘はつけないです」

「土気色って……」

　褒めてもらって嬉しかったのに、疲れが肌に現れると知り紗穂は軽くショックを受けた。




　その夜のこと。仕事が終わって紗穂のマンションにやってきた檜山と夕食を食べた後、看護師との一件を話すと、素で頷かれた。

「確かに、紗穂の当直明けの顔色は悪いな。二十四時間病院にいれば、土気色にもなるか」

「そんなに？　瘀血が溜まっているのかなあ？　これでも二十代なのに、悲しい」

「かもな。運動でもすればいいんじゃないか？」

「う、うん、そうだね」

　瘀血が溜まっていることを檜山に軽く肯定されて、内科医としては面目がない。紗穂は飲んでいたハーブティーをテーブルに置いて肩を落とした。

　檜山がくつろいだ表情で大きく伸びをした。ソファーの隅に紗穂が脱いだ靴下が片方転がっているが、檜山は気にならないみたいだ。

「うーん、紗穂の部屋は適度に散らかっていて安心するな」

「……それ、褒め言葉じゃないよね？」

「どちらかというと褒めていると思う。なあ、泊まっていいか？」

「え？　い、いいけど」

　檜山は例によって外科の当番だから、呼び出される可能性がある。紗穂のマンションの方が病院に近いし、何気に便利なのだろう。

　どんな理由でも、泊まってくれたら嬉しい。

　檜山がそばにいると、紗穂は少し落ち着かない。身体がざわつくというか、少しの刺激に過敏に反応してしまいそうになる。

　まるで発情期だと自らを笑いたくなるが、仕事に明け暮れて恋愛を忘れていた身なので、そんな変化も逆に大歓迎だ。

（泊まるってことは、今夜もスルのかなあ）

　そのことで頭の中がいっぱいになっているのだが、紗穂の気も知らず檜山はマイペースにくつろいでいる。ふと檜山の手が目の前を横切り、隣にあるクッションを掴む。肘が胸を掠めて、紗穂は意図せずにビクッとする。

「あ、悪い」

　掴んだクッションを頭の下に置き、座位のままで寝る体勢になった檜山が軽く目を閉じる。

　本気で寝る気なのか？　紗穂はがっかりして檜山の顔を見つめていた。すると口元が弧を描き、アーモンドのように綺麗な形の目が開かれる。

「おいで」

　両腕を広げ、とびきり甘い声で紗穂を呼ぶ。

　膝に跨った紗穂は、ピッタリくっついて檜山の首筋に顔を埋めた。嬉しさを悟られないように顔を隠したけれど、口角は上がったままだ。

「このまま寝てしまうのかと思った」

「せっかく紗穂と一緒にいるのに、居眠りするなんてもったいない。だろう？」

「うん」

　自然に互いの顔が近づいて唇が重なる。紗穂は檜山に包まれてキスをしている時、穏やかで幸せな気持ちになる。もう何年もそうしてきたみたいな錯覚を覚えるほど、檜山とはしっくりくるのだ。

　紗穂の首筋にキスを落とし、檜山は軽く吸い付く。跡を残さないギリギリの強さで紗穂に快楽を与えていく。

　敏感な首にキスを落とされて、紗穂は甘く喘ぐ。

「ぁん……っ」

　チュニック代わりに着ていた大きめのシャツのボタンを外し、ブラに包まれた胸の先端を甘噛みする。ブラのカップに収まらずに盛り上がった白い肌にもキスを落とし、まるで熟した果実を喰むように噛みついてくる。

「……っ、噛んだ？」

「悪い。あまりに美味しそうだったから」

「もうっ、跡が残っちゃう」

　紗穂が文句を言うと、ニヤッと笑っただけでキスを継続する。

　ブラが外され乳房が現れると、すぐさまかぶり付くように唇を近づける。両手のひらで持ち上げ乳房の先端に吸いつかれ、紗穂は嬌声をあげた。

「あぁん！」

　ピチャピチャと先端を吸ういやらしい音が耳に届く。乳房が中央に寄せられ、揉みしだかれながら先端を交互に吸われ、淡い色の蕾が濃いピンク色に色を変えていく。紗穂は悦楽に酔いながら、無意識に腰をゆらしていた。

「あぁ……っ、あっ、気持ちい……いっちゃいそう……」

「紗穂、可愛いなぁ。俺もう我慢できないかも」

　お尻の下のモノが、徐々に固く大きくなっているのはさっきから感じていた。

「挿れたい？」

　わりと無邪気にそう尋ねると、檜山が眉尻を下げて苦笑する。

「挿れたいけど、今は……」

　ソファーの背に預けていた身体を起こし、檜山は膝に乗せていた紗穂をソファーに横たえる。紗穂の頭はちょうど柔らかいアームの上に着地して、檜山と目を合わす。

「いい眺めだ。紗穂、もっと気持ちよくなりたい？」

　檜山の眼差しは艶っぽく紗穂を誘う。半裸の状態でリビングのシーリングライトの明るい照明に照らされ、紗穂は自分の部屋にいるというのに落ち着かなくて焦る。レギンスとショーツを同時に脱がされ、全裸にされて思わず声を上げる。

「やっ、恥ずかしい」

「ん？　何に対して？　昨日あれだけ裸で絡み合ったくせに」

「だって……」

　檜山は恥じらいを理解してくれない。紗穂はできるだけ手で隠して非難すると、檜山が突然衣類を脱ぎ始める。

　あっという間に全裸になって、紗穂に手を差し伸べた。

「おいで、ベッドでいいことしよう」

　せめてシャワーを浴びたいところだが、檜山の誘いを断るのは難しい。紗穂は伸ばされた手を取った。




　上掛けを取り払った檜山に、肩を軽く押されベッドに横たわる。紗穂にチュッとキスをして、檜山はいきなり両手で膝を押してのしかかり、脚の間に顔を埋める。

「えっ、やめっ……！」

　羞恥心が先に立ち、紗穂は慌てて手で押しのけようとする。

　しかし、それに怯む檜山ではないので、紗穂の訴えは却下され、更に脚を広げられ行為は続く。

「……っは……ぁ……んっ……」

　エアコンの冷気に晒された太ももを温かい手が撫でる。そのソフトな動きに連動するように、膣口のまわりを優しく舐められ、甘いため息が漏れる。

　指で秘所を広げられ、包皮に隠れていた蕾が顔を出す。尖った舌で突かれると、強烈な快感が走り、嬌声が上がる。

「んふ……っ……あ……あっ、あぁ……ん」

「紗穂、気持ちいい？」

　そう尋ねる檜山の息は荒々しく、眼差しが怪しくきらめくものだから、紗穂も余計に興奮してくる。

　じゅっ……と花芽が吸われ、舌で嬲られ、紗穂はイヤイヤと首を振りながら激しい快感に耐える。蜜口の周りを弧を描くように舐められ、唇が押しつけられる。滑った局所に檜山の顔が当たり、くすぐったさと快感が込み上げ思わず腰を引きそうになるが、今回もしっかりと腰をホールドされて紗穂は身動きがとれない。

　自身の体重で紗穂を釘付けにし、腕を伸ばして乳房を揉みしだく。赤く色づく先端が摘まれ力が込められる。ジィ……ンと鈍い痛みが走り、紗穂は声を上げる。

「あぁっ！」

　胸の尖りが強く、そして優しく愛撫されながら、蜜口を吸われ、紗穂は頭の芯が痺れて溶けるような快感に溺れる。

「あっ、あぁ……っ、だめぇ……！」

　秘所をぐちゃぐちゃに舐め、吸われ、執拗に弄ばれ、紗穂は唇を噛み締めて喜悦に咽ぶ。

　膣口から、腫れ上がった花芽までをザラリと舐め上げられ腰が激しく痙攣する。

「あっ、あぁ……ん、あ、やぁ……っ！」

　同時に乳房の先端が指で強く捏ねられ、紗穂は顎をのけ反らせて喘ぐ。

　淫芽をカリッと甘噛みされた瞬間、快感が背を走り、紗穂は一気に達した。腰が痙攣し、悲鳴のような嬌声を上げる。

「ひ、あぁッ！　ダメぇーーー！」

「紗穂……俺またやりすぎた？」

　荒い息使いで、心配そうに尋ねる檜山に紗穂はなんとか笑顔を向ける。

「ううん、大丈夫」

　紗穂を体重で押さえつけていた檜山に、ぎゅーっと抱きしめられると、紗穂の身体から力が抜け、震えも収まった。

　唇が落ちてきて、熱い舌を絡ませあう。髪を撫でる手が優しい。大体いつも俺様な檜山だけれど、紗穂が優しさを求めている時には、すかさず抱きしめてくれる。

　そのタイミングは、いつも絶妙だ。

「紗穂、挿れるよ」

　避妊具を装着した檜山は紗穂の片方の膝を掴み腰をすすめる。垣間見た屹立は赤く怒張し、先端から液が溢れていて怖いくらいの大きさだ。

　溢れるほどの愛液に濡れていたけれど、挿入されるとさすがに圧迫感が強く、紗穂はシーツをギュッと掴み目を閉じて受け入れる。

　先端が埋め込まれホッと息を吐いたのも束の間、ズン！　と勢いよく押し込まれ、内臓が迫り上がるような圧迫感を覚え、紗穂は思わず声を上げる。

「うっ……」

　中が締まりすぎて、地味に腰にクる。動かなくても中壁が剛直を締め付けるのを感じ、紗穂は檜山の腕にしがみつく。

「直斗ぉ、いっぱいになってる」

「うん……」

　涙目の紗穂にキスを落とし、舌を絡めあいながら小刻みに腰をゆらせる。

「んっ、んっ、んん……っ」

　檜山の身体が動く度に紗穂の喉から声が漏れる。浅く突かれるとさらに愛液が溢れ出て、少しだけ中の辛さが治ってきた。

　ゆっくりと腰が引かれ、時間をかけて入ってくる。くちゃくちゃと音を立てながらスローテンポで抽送を繰り返されて、紗穂は雲の上にいるような心地よい愉悦に包まれる。隘路がわななき、紗穂の全身がガクガクと快楽に震える。

「あぁ……ん。なお……とぉ……きもちいい……っ」

「……うっ」

　檜山が低く唸り、動きを止めて眉を顰める。紗穂は思わず問いかけた。

「直斗、大丈夫？」

　檜山は紗穂に笑いかけると、髪を撫でキスをする。

「大丈夫じゃないかも。よすぎて、持っていかれるかと思った」

　そう言って腰をゆっくりとグラインドすると、滑った蜜口が擦られて地味に快感を誘う。内壁がじっくりと深く擦られ、紗穂は小さく喘ぐ。

「あぁ……ん」

　少し前に達しているから、中が狭くなっているのだろう。狭い中を何度も抽送さされると、激しい快感がみぞおちに集中するような感覚に襲われ、突かれるたびに紗穂は甘い喘ぎ声を漏らす。

「ん……ッ、んっ、んんっ！　あ、あぁ……ん」

　揺れる乳房を長い指で掴まれ形が歪む。やわやわと揉まれ甘い疼きが全身を支配していく。

　固く熟した先端が指で摘まれ、電流のような快感が身体を走る。膣壁が締まりキュンと疼く。

「あっ……いぃ……っ！」

「紗穂の乳首、固くて濃いピンク色になっている。感じているのが丸わかりだ。可愛いな」

「もうっ、何を言って……」

　頬を膨らませ少しだけ怒ると、檜山がニヤッと笑ってキスを仕掛けてくる。突かれながらキスで繋がると、それだけで嬉しくて、紗穂も胸が熱くなる。

（あぁ……好き。時折バカみたいなことを言う直斗が私、好きだ）

　檜山への愛情に胸がいっぱいになればなるほど、紗穂の身体は潤い、突かれるたびに剛直をキツく締め付ける。甘い愉悦が込み上げて、紗穂は背を反らせて喘ぐ。

「あっ、あ……っ……やぁ……ッ、気持ちいいッ！　あ、直斗……ぉ」

　激しく打ち付ける腰を受け止めながら、紗穂は絶頂に導かれていく。最奥を突かれ、身体がガクガクと揺れる。

「あ……っ、いい……、奥っ、あぁつ」

　子宮口がゴリッと抉られると、鈍い痛みのような感覚と共に鋭い喜悦が紗穂を包み、身体が意思とは無関係に波打つ。

　紗穂の頭の横に両手を突いた檜山が何かに耐えるような顔を天に向け呻いた。

「……ッ！　紗穂っ」

「んぁ……ッ」

　頭の中が真っ白になるほどの快感に塗れ、紗穂も達したのだった。




　明け方、物音で目が覚めると、リビングから檜山の話し声が聞こえる。

「……それから、ＭＲＩも撮っておくこと。読影に自信がなかったら、当直の医師にも見てもらうといい。……うん、俺も朝イチで診るよ。……ああ、お疲れさま」

　専攻医の研修が修了したばかりの医師が当番だったのだろう。今の会話で檜山は朝早くに出勤することがわかった。紗穂は今何時だろうとスマートフォンを探したが、充電器に乗せたままリビングに置いていたことに気がつく。

　しばらくすると、檜山がベッドに戻ってきた。背を向けて横たわっている紗穂を背後から抱きしめて胸に手を当て軽く撫でられる。紗穂が自身の手を重ねると、腰をヒップに押し付けられる。甘い感覚がじんわりと広がり、紗穂は小さく喘いだ。

「ん、ふぅ……」

「起こした？　ごめん」

「ううん大丈夫。電話、新人さんから？」

「そう、期待の大型新人。大型なのは体格のことだけど」

「ふふ……今何時？」

「午前四時だ。微妙な時間に電話くれるよなあ」

　四時なら、もう少し檜山と会話を続けてから五時頃に起きようか。背後から突いてくる固いモノが少々気になってはいるけれど、それは言わないことにした。

「なあ」

「……はい？」

「紗穂はプログラムが終了しても医局に残るのか？」

　紗穂は大学病院から派遣されて公立の総合病院に常勤しているから、今の身分は地方公務員だ。ここで専攻医のプログラムを修了した後は、専門医になるために公立病院に残って勉強を続け、その後に指導医の資格も取得できれば最高だ。だから、あと十年くらいは公務員として総合病院に勤務したいと思っていた。

　しかし、檜山は実家を継ぐためにいつかは総合病院を離れる人だ。その時には自分に付いてきてほしいのだろうか？

「病院で残りのプログラムを修了して、そのまま専門医資格を取得するのが当面の目標かな。指導医の資格もとるつもりだから、道のりは長いね」

「そうか。頑張れよ」

「……うん」

　紗穂は檜山が応援してくれるスタンスなのが嬉しかったし、こうして親密な状態で将来の話ができることが、まるで未来を約束されているみたいで幸せだった。







４．悲しい電話








　檜山との幸せな時を過ごしていたものの、紗穂は従姉妹の帆夏のことが気になっていた。東京に引っ越しをした帆夏が実家に一時戻っていると聞き、仕事終わりに会いにいくことにする。

　帆夏の実家に着いた頃には、あたりはすっかり暗くなっていた。

　ダイニングで叔母を交えて三人で話をした後、帆夏の部屋に移って話を続ける。

　帆夏は明日東京に戻り、来月から新しい職場で仕事を開始するのだと言う。

「素敵な店が多すぎて目移りしちゃう。インテリアショップで買い物もしたし、東京での生活を楽しんでいるから、紗穂ちゃん心配しないで」

「それを聞いて安心した。少しずつ立ち直れているんだね」

　紗穂がそう言うと、帆夏も頷いて微笑む。

「犬に噛まれたくらいに思わないと前に進めないもの。それより、紗穂ちゃん何かいいことあった？　顔色がすごくいいよ」

　そう言われて、紗穂はハッとする。

「あのね、帆夏に報告があるんだ。その、檜山直斗先生のことなんだけど」

「元彼じゃなくてお兄さんの方だね、付き合っているって言ってたよね？」

「うん。実は……彼との結婚話が進んでいるんだ」

「えっ！　本当に？」

　驚く帆夏に紗穂は経緯を説明した。

　檜山が帆夏を傷つけたと勘違いして、殴りかかったこと。それが元で家族公認の交際に発展し、結婚することになったことを話す。さすがに偽恋人云々は言えなかった。

　帆夏は真剣に聞いてくれて、報告が終わると手を叩いて喜んでくれ、紗穂はホッとした。

「ありがとう。帆夏に報告できてよかった」

「紗穂ちゃん、私の分まで幸せになってね。私も、東京で素敵な人を見つけるから」

　……こうして、これからは楽しい未来が広がっていくのだと、二人は笑い合ったのだった。




　そんなある日、紗穂は父親に頼まれて檜山の父と面会することになった。父が経営する介護施設・清風会の理事に紗穂が名を連ねている関係で、直斗の婚約者としてではなく理事の一人として面談をしたいと言われたのだ。

　そんなことは初めてで戸惑ったが、これから何かと付き合いもあるだろうからと、紗穂は会うことにした。

　檜山には病院で顔を合わせた時にその話をしたが、知らなかったらしく首を傾げていた。

「なんで俺に言わないんだろう？　父に聞いてみるよ」

「聞かなくてもいいよ。私はウチの施設の理事として会うだけだから、心配しないで」

　会うのが嫌で檜山に探らせたと思われては心外だから、何も聞かずにお会いしようと思ったのだ。

　呼び出されたのは、檜山総合病院の院長室だ。部屋のインテリアは落ち着いた色調で、派手さが全くない。これが檜山家に共通する趣味なのだろうかと紗穂は好ましく思った。

　部屋には檜山の父ともう一人、中年の男性がいた。

　そこで初めて、中年の男性は院長の弟で檜山総合病院の副院長だと聞かされる。紗穂を舐めるように見る目つきは、あまり気持ちのいいものではなく、檜山やその父とはまるで違う雰囲気に戸惑った。

　それでも、紅茶を出され談笑しているうちに気持ちは解れたが、不意に副院長から思わぬ話を聞かされる。

「小嶋先生は、直斗と結婚されたらウチの病院に来てくれるんでしょうね？　ご実家との提携契約の際に、お父上にはそれとなくお伝えしたんだけど」

　唐突な話に紗穂は驚いたが、それらしい話は檜山としていたので、指導医の資格を取得するまでは大学病院の医局に所属して、今の病院で勤務を継続することを伝えた。

「今はカリキュラムをこなすのが精一杯で……専門医になれば非常勤として勤務することは可能かと思います」

　妥当な返事だと思ったのだが、副院長の表情は固い。

「喉から手が出るほど医師がほしいんですけどねえ。小嶋先生も檜山家の人間になるんなら、ウチを第一に考えてくれないと困りますよ」

　副院長の言葉に紗穂は唖然として返す言葉もない。院長に視線を向けると、若干困り顔ながらも副院長の言葉に同意する。

「お恥ずかしい話だけど、医師不足は深刻でね。特に内科医が相次いで退職したものだから困っているんだよ。直斗が色々と手を打ってはいるんだけど、すぐに医師が見つかるわけじゃないんだ。紗穂さんの方から、協力すると言ってくれると助かる」

「は、はあ……」

　なんと言っていいのか、紗穂は困惑したまま会話を続ける。と、そこにノックもせずにいきなり男性が入ってきた。

　高身長で細身の、モデルみたいなイケメンだ。

「兄貴の婚約者を見に来たんだけど、この人？」

　そう言って紗穂を指差す。

　失礼な物言いや軽薄な態度。一目見て紗穂はこれが檜山の弟で、帆夏にとんでもないことをしてくれた元カレだと察した。

「直哉、紗穂さんに失礼だろう！　お前、仕事はどうした？」

　院長が厳しい口調で息子を叱る。紗穂の手前、息子と馴れ合うのを自重しているのだろう。

「今日はオフだよ。叔父さんから兄貴の婚約者が来るって聞いて見にきたんだ。そんなに邪険にしなくてもいいじゃないか。あ、俺コーヒーがいいな。淹れてくれる？」

　紅茶を運んできた事務服の女性に気軽く声をかけ、そのまま院長室に居座って話を続ける。

「で、なんの話をしていたの？」

「小嶋先生にすぐにでもウチに来てほしいと話をしていたんだよ。直斗に何を言っても聞いてくれないし」

　副院長が直哉に説明を始める。この二人は仲が良さそうだ。

　紗穂は直哉を観察しながら、その人となりを探っていた。軽薄に見せながらもその場を支配する術を知っているように見える。彼は油断できない人物のようだ。

　檜山は紗穂の考えに同調してくれているけれど、この三人は考えが違う。檜山家内部で不協和音があるということなのだろう。

「だから、内科医の俺をこっちに戻してくれればいいじゃないか。ウチを助けてもくれない兄貴の婚約者に気を使う必要がどこにあるの？」

　話が見えない。直哉はこの病院に勤務していないのか？　では、紗穂に気を使って、直哉をよその病院に出したということなのだろうか？

　状況がわからないので黙り込む紗穂をよそに、直哉は自分の処遇の改善を父親に切々と訴えている。副院長もそれに同意して、院長の形勢は不利なようだ。

「俺の嫁の実家からも医師を派遣するって言ってるんだから、もっと俺を大事にしたほうがいいと思うよ」

　今度は、ソフトに父親を脅しにかかる。こんな人間だから、檜山が厳しく叱り排除したのだと紗穂は理解できた。

　直哉が話を続けていると、院長が突然声を荒らげた。

「直哉、さっきからお前は自分のことばかりを話しているが、紗穂さんに会ったなら、他に言うことがあるんじゃないのか？　従姉妹さんのことで迷惑をかけた謝罪は？　お前は結局、帆夏さん本人にも謝罪せず直斗に尻拭いを任せっきりで……。そんなだから、苦労をさせたほうがいいと他所に派遣したというのに、これでは全く反省もしていないということか？　なんならもう一度大学病院に戻って苦労するか？」

「いや、反省はしているよ」

　父親の怒りを前に、直哉は急におとなしくなり黙り込んだ。紗穂はいたたまれなくなり、声をかける。

「あの、檜山総合病院での勤務については、私の所属する医局や直斗さんとも相談してまたお返事します。私はこの辺で失礼させていただきます」

　そう言うと、院長は申し訳なさそうな表情で紗穂を見送ってくれる。気まずいままで話し合いは終わったが、騙し討ちみたいなことをされて、紗穂にはモヤモヤが残る。

　それに、院長達の望み通りにすれば紗穂の専門医への道は閉ざされる。ただの内科医で終わり、後進の指導もできなくなる。なんのためにこれまで頑張ってきたのか？　綺麗に磨き上げられた廊下を進みながら、紗穂はため息を漏らした。

（はあ……こんなに豪華な病院だけど、内情はわからないものなのね。それにしても、あの直哉め！　嫌な奴）

　エレベーターを待っていると、背後から声がかかる。

「小嶋さん、ちょっと待って」

　直哉だ。紗穂は嫌々立ち止まり、駆け寄ってくる直哉を待つ。一緒にエレベーターに乗り込むと、ニヤニヤと笑いながら話しかけてくる。

「君は随分と気が強いんだね。兄の元婚約者とは大違いだ」

「は？」

「あれ、知らなかった？　君との結婚を父から勧められて、兄がポイっと棄てた人だよ」

「……！」

　驚く紗穂に直哉はたたみかける。

「兄の話を聞きたいだろう？　中にカフェがあるから、そこで話さないか？」

　君との結婚を父から勧められて棄てた人……直哉は確かにそう言った。婚約者がいたとは初耳だし、檜山が婚約者を簡単に捨てる人だとは思えない。

　それに、紗穂の実家との提携は交際の挨拶の後で持ちかけられた話ではなかったのか？　直哉は信用できない相手だから、大嘘を言っている可能性が高い。

「いえ、私はもう帰りますので……」

　直哉から離れ先を急いだ。しかし直哉は追いかけてきて、カフェの前で紗穂の腕を掴むとしつこく誘う。

　嫌悪感で鳥肌が立ちそうだ。腕を掴む手を振り払おうとしたけれど、通行人の視線を感じて止める。これ以上嫌がると悪目立ちすると思い、紗穂はカフェに同行した。

　席に着き注文をすると、直哉はいきなり話し出す。

「婚約者と兄は長い付き合いだった。兄が純粋に君を気に入って結婚するとでも思ったの？　随分とおめでたい人だね」

「いきなりそんなこと言われても信じられません。それに、直哉さんこそ私の従姉妹を騙して棄てた人だから、信用できないわ」

　紗穂がはっきりと言うと、直哉はニヤニヤと笑う。

「言うねえ。でもさ、帆夏は大金を受け取ったんだろう？　少々傷は残ったけど案外喜んでいるんじゃないか？」

「……は？」

　外道、クソ野郎、頭おかしいぞ。内心でそう罵りながら、紗穂は直哉を睨みつける。直哉は背中を仰け反らせてニヤニヤと笑っている。

「別人になりすまして妊娠させポイと捨てるなんて、心のある人のすることじゃないし、従姉妹はそんなことをされていい人間じゃない。子供のことで彼女は苦しんで憔悴していました。檜山家から謝罪をされて、少しずつ前向きに歩き出したところなんですよ！」

「ふーん。でも、兄貴に婚約者がいたのは本当だよ、試しに聞いてみなよ」

「言われなくても聞きます。お父さまが直斗さんに私との結婚を勧めたっていうのは嘘よ。辻褄が合わないし、父からはそんな話は聞いていないから」

「君のお父さんだって本当のことを言うわけがない。娘を差し出して負債を肩代わりしてもらうんだから」

「嘘です」

「オタクの施設の立地条件はかなりいいらしいね。君は一人娘だから、土地はいずれウチのものになる。結局君は、檜山家にとって都合のいい相手なんだよ」

　舌に油でも塗っているのかと思うほど、直哉の口から嘘が立て続けに飛び出してくる。

　紗穂が黙って聞いていると、直哉は捨て台詞を吐いてカフェを出て行ったが、紗穂の胸にはいい知れない不安とモヤモヤが残った。

　病院を出てタクシーを待ちながら、直哉の言葉が頭にリフレインされる。

『君との結婚を父から勧められて、兄がポイっと棄てた人』

『兄貴に婚約者がいたのは本当だよ』

　紗穂の医師としての将来よりも、自身の病院の経営を大切にするのは経営者なら当然なのかもしれないと理解できる。だから、檜山の父を責める気はないが、紗穂としては今日の話は無視してもいいと思っていた。

　それよりも、直哉の毒を孕んだ言葉に打ちのめされていた。嘘だと思いたいが、直哉は自信たっぷりで言い切っていた。強がっていたけれど、紗穂の胸には次第に不信感が渦巻き、今すぐにでも檜山を問いただしたいと思っていた。

　結局君は、都合のいい相手……身震いするほど嫌な言葉だ。

　とにかく、檜山と話さなければいけない。紗穂は不安を抱えたままでマンションに戻った。

　当直の檜山に、時間ができたら電話してほしいとメッセージを送る。

　気がついたら昼食を抜いたまま夜になっていた。食事をする気になれないので、このまま眠るのが一番なのかもしれないが、紗穂は檜山からの電話を待った。

　メッセージを入れて三時間が経っても連絡は来ない。今夜は忙しいのだろうとは思ったが、もしかして、今日の出来事を誰かから聞いて電話しづらい状態なのかもしれない。

　紗穂は精神的に疲れて、ベッドに行こうと立ち上がった。その時、手にしたスマートフォンがブルブルと振動した。

「はい」

『紗穂、どうした？』

　檜山だった。いつもと変わらない優しい口調で話しかけてくる。

『今日親父に会ったんだろう？　なんの用だった？』

　これが演技なら大したものだが、本気で何も知らないとしか思えない。

「直斗と結婚したら檜山総合病院で仕事をしてほしいと言われたので、一応お断りしたわ」

『えっ、そんなことを言うために紗穂を呼び出したのか？　親父はどうして……』

「副院長である叔父さんが主に話をしていたから、もしかしたらお父様の本意ではなかったのかも」

『すまなかった。紗穂の意思は聞いていたのに、俺が早く父に伝えるべきだった。嫌な思いをさせてごめん』

　申し訳なさそうな声で謝られて、紗穂の気持ちが少しずつ落ち着いてきた。

「叔父さまに、専門医になる必要はないみたいなことを言われて驚いたけど、それよりも話の途中で弟さんが院長室に入ってこられて……」

『直哉が？　アイツは別の病院にいるはずなのに、何でそこに？』

　檜山は心底驚いているようだった。紗穂は祈るような気持ちで会話を続ける。

「弟さんは直斗の暴露話をして私を困らせたかったみたい」

『暴露話？　……一体、なんのことだ？』

「あなたの元婚約者のことを聞いたわ。あなたが平気で女性に酷いことをする人だと話していたの。それが本当なら残念だわ」

　直哉の話は嘘だと言ってほしい。そう願っていたけれど、直斗の言葉は、紗穂の期待とは全く違うものだった。

『それは……』

　言葉に詰まる檜山の様子に紗穂は、婚約者の話が本当だったのかと愕然とした。

「も、もう切りますね。時間を作って一度話をしましょう」

『紗穂、待っ───』

　紗穂は会話を急いで断ち切ると、スマートフォンを充電器に乗せたままで寝室に向かった。

「……疲れた。もう寝よう」

　父の事業のために、そして自分の恋心を満たすための結婚だったが、医師としての未来を閉ざされるわけにはいかないし、今の返事で檜山のことがわからなくなってきた。とにかく疲れた……。

　紗穂は乱れた心のまま、浅い眠りについたのだった。




　翌朝、早くに目が覚めて昨日のことを考えていた。檜山の弟にいきなり失礼なことを言われて頭に血が昇ったが、冷静に考えてみると従姉妹を捨てた人間の言うことなどあてにならないと改めて思う。

　リビングに向かいスマートフォンを確認すると、檜山から着信が二件と話がしたいとメッセージが届いていた。無視するのは自分の本意ではない。

（直斗の話を聞こう）

　そう決心して、メッセージに返信をした。

　さすがに二食も抜いたので、かなりお腹が空いていた。紗穂はトースト二枚と目玉焼き、たっぷりのフルーツを皿に盛った朝食を食べることにした。

　夢中で食べていると、インターフォンが来客を知らせる。時刻は八時ちょっと過ぎ、もうそろそろ出なくてはいけないので焦って応対する。

　小さな画面に写っていたのは檜山だった。

「直斗？　えっ、どうして？」

「紗穂、開けてくれ」

　咄嗟にロビーの解除ボタンを押して檜山を迎え入れる。

　すぐに玄関からブザーが鳴り、紗穂は走った。

「直斗、当直は？　どうして？」

「八時になるのを待って飛び出た。紗穂、昨日は申し訳なかった。誤解があるようだから、説明させてくれ」

「いいけど、もう出勤の時間だよ」

「そうだな。じゃあ車で話そう」

　当直明けとはいえ、檜山の顔色は悪く髪の毛もボサボサだった。こんなに焦って取り乱す檜山を見たのは初めてだ。昨夜冷たく彼を突き放したけれど、本心ではまだ好きだし別れたくはない。

　檜山の意外な行動に驚きを感じつつも、慌てた様子を見て、紗穂は自分への愛情に期待を持ったのだった。







５．本当の気持ち








「まずは、父と叔父、弟の無礼をお詫びする。紗穂の進路は紗穂が決めるもので、誰も邪魔はできない。そのことを昨夜父には電話で話をした。今日にでも叔父と弟にもきつく言う。本当に申し訳ない」

　運転しながらだったけれど、檜山から詫びられ、紗穂は快く頷いた。それは最初から無視するつもりだったから気にしていない。それよりも大事なのは、元婚約者のことだ。

　見も知らぬ相手だけれど、その人が従姉妹の帆夏のように苦しんでいるとしたら辛い。

「弟さんが言ったこと、元婚約者のことを知りたいのだけど」

　紗穂は硬い口調で檜山に尋ねた。檜山は咳払いをして、少し掠れた声で話を始める。

「婚約者がいたのは事実だけど、あくまでも……親同士の口約束なんだ。元々お互いに親の決めたことに重きを置いていなかったから問題はない」

「そうなの？　弟さんは、私との結婚が決まった途端に直斗が相手を棄てた……みたいな言い方をしていたわ。まるで、酷いことをするのは自分だけじゃないって言いたかったみたいだけど」

　まさにそうだ。直哉を責めた紗穂に、当てつけるみたいに爆弾を落としたのだ。これが嘘なら、直哉はクズ中のクズだ。

「彼女は幼馴染ではあるし、大人になっても就職先を紹介したりと連絡をとってはいた。向かない職業を親に押し付けられ、おまけに中学生の頃に俺という『婚約者』を決められて反抗もできない彼女を気の毒に思って同情はしていたけど、恋愛感情は無い」

「そうなの？」

「全く、無い！　それに、俺達の強い希望で、十年前に婚約は解消されている。でも、昨夜はいきなり彼女のことを聞かされて、驚いて何も言えなくなった」

　落ち着いて話そうとしているみたいだけど、どうにか紗穂にわかってもらおうと檜山の表情は必死なものに変わっていく。紗穂がもう一つの父の会社の乗っ取りについて質問をすると、檜山はそれについても持論を話す。

「君は一人娘だから、ご両親が亡くなれば相続をするだろう？　必然的に君の遺産は俺達の子供のものになる。弟の言うことはあながち間違いではない。でも、もし俺の親が君の財産を狙っているとしたら話は別だ。俺が君の家に入ってでも守る」

「婿養子になるってこと？　それじゃあ檜山総合病院との提携話も消えるかもしれないから、そこまでしてくれなくてもいいわ」

　冷静でビジネスライクな紗穂をチラッと見て、檜山は苦笑する。

「さすが紗穂だ。俺が惚れた漢らしいところが戻ってきた」

「……惚れ？」

　檜山から突然告げられた言葉に、紗穂は不意を突かれて唖然とする。

（待って、直斗は何を言ってるの？　私に惚れ……って？）

　一気に頬や耳まで熱くなり、紗穂は言葉を失ったまま檜山を見つめる。

　病院が見えてきた。話はここで終わるのかと思われたが、檜山がふと呟く。

「弟の嫁には帆夏さんのことは伏せているだろ。もしかしてアイツは、嫁に知られるのが怖くて紗穂を排除したかったのかもしれない」

　檜山に言われて、紗穂はハッとした。直哉は妻の実家の力を父親に力説していたではないか！　もし、妻に愛想を尽かされ離婚などということになれば、一気に自分の価値が下がると恐れているのかもしれない。

　紗穂は大きくため息を吐いた。

「それが本当なら下衆にも程があるわ」

「全くだ」

　病院につき、二人は仕事に向かった。檜山は当直明けだけれど、病棟での仕事が待っている。紗穂は忙しい檜山に迷惑をかけて申し訳なかったと、早合点した自分を反省した。

　今夜は紗穂が当直だから、明日仕事が終わってから檜山とはゆっくり話すことにして、紗穂の気持ちは落ち着くことができたのだった。




　翌日の夜、檜山との約束の店に訪れた紗穂は、お気に入りのワンピースを着ていた。この服は檜山と初めて結ばれた日に着ていたものだ。

　あの夜はお互いを愛しむ想いに溢れた幸せな時間だった。そんな、幸せでドキドキする気持ちに戻りたい。そう願って同じワンピースを選んだ。

　檜山が気づいてくれたらいいのだけれど……。

　店の前で待っていた檜山と合流し席に案内される。檜山がワインを選びウエイターが下がると、二人の間に穏やかな空気が流れる。

　微笑む檜山が紗穂に尋ねる。

「紗穂、改めて聞かせてくれ。俺と結婚してくれますか？」

「えっ……？」

　先日から色々あったから、改めて紗穂の気持ちを確かめたいのだろう。紗穂は神妙な面持ちで頷いた。

「はい。直斗と結婚します」

「……ありがとう」

　檜山は安堵した表情を浮かべ、テーブル越しに紗穂の手をしっかりと握りしめる。

　それから、叔父にしっかりと釘を刺したことを話してくれた。そして弟の直哉には、週末会って話をすると言う。

「紗穂に過去をきちんと話しておかなかった俺も悪い。嫌な思いをさせて申し訳なかった」

「ううん。私も信じていたつもりでも、悪意のある言葉に踊らされてしまってごめんなさい。私も聞いてほしいことがあるの」

　紗穂はこの機会に自分の正直な気持ちを檜山に伝えたいと思っていた。愛の告白だなんて、生まれて初めてだから緊張する。

　以前から男性として好ましく思っていたこと。成り行きでこんな関係になったことを、実はものすごく嬉しく思っていたこと。紗穂は震える声で檜山に告げる。

「結果的に家同士の政略結婚だけど、付き合っていくうちに好きだという気持ちが抑えられなくなっていったの。私は直斗が好き」

　そう話す紗穂に檜山は動揺して頭を下げる。

「紗穂、ごめん……。俺は最初から、紗穂が好きだった。だから、わざと間違えたふりをして当直室に入り込んでデートに誘おうとしたんだ。紗穂は真面目で、誘っても断られてばかりだったから、咄嗟に偽恋人になれなんて言ってしまった。俺に勇気がなかったせいで、医療提携なんて面倒なことに巻き込んでしまった。……ごめん」

　好きだったと言われ、紗穂は咄嗟に驚きの声をあげる。

「えっ……そ、そうだったの？」

「政略結婚を淡々と受け入れている紗穂に、自分の気持ちを伝えるのは軽薄な気がして、嫌われたくなくて、ちゃんと伝えられなかった」

　檜山の言葉に紗穂は、なんとなくだが、しっくりするものを感じた。

　言葉にしなくても、気持ちは十分伝わっていたと思う。初めての夜も、それからも、檜山の愛情を紗穂は感じられていた。

　檜山をギュッと抱きしめてあげたい。美味しいはずのフレンチなのに、早く終わってほしいと思ってしまう。檜山も同じ気持ちなのか、紗穂を熱っぽい瞳で見つめてくる。

　濃厚なソースの絡む肉を味わい、二人は微笑みあった。

　食事を終え、レストランに近い檜山のマンションに向かう。エレベーターに乗り込み、部屋にたどり着く時間さえももどかしく、少しでもくっついていたくて手をギュッと握りしめている。

　部屋に入り鍵をかけ寝室に直行する。シーツを慌ただしく捲り、ベッドに倒れ込みキスを交わす。

　舌を強く吸われ甘噛みをされながら、キスは深くなっていく。喘ぎ声が漏れてもキスは止まない。ピチャピチャと唾液の絡む音が劣情を誘い、互いの息はますます荒くなる。

　檜山の手が忙しなく紗穂の身体を這いまわり、時折柔らかい場所を我慢できないとでもいうようにギュッと掴む。着衣で隔てられた愛撫だけれど、生地を破きかねない程の荒々しさに、檜山の想いが感じられて紗穂の胸が熱くなる。

　唇は繋がれたまま、ワンピースのジッパーが下ろされる。紗穂はすぐに触ってほしくて、自ら着衣を脱いだ。

「直斗ぉ、触って……」

「紗穂！」

　乳房が長い指に掴まれて形を歪ませていく。先端が指で弾かれ、紗穂は顎をのけ反らせて喘いだ。

「あっ……いい……っ」

　両方の乳房を中央に寄せ、先端を交互に嬲られ、吸われ、紗穂は快感のあまりに首を左右に振りながら喘ぐ。

「あぁッ！　はぁ……っ、は、ああ……ッ！」

　紗穂の上にのしかかっていた檜山が身体を起こし着衣を脱ぐ。まるで、服が邪魔だとでもいうように、荒々しく脱ぎベッドの下に投げ落とす。

　全てを脱ぎ捨て紗穂の上にのしかかると、大きく安堵の息を吐いた。

「ああ……紗穂の肌、気持ちいい」

　裸の胸を合わせ抱きしめられて、紗穂は囁いた。

「直斗……私、幸せ」

「俺も」

　肌に押し当てられた昂りが、大きく固くなるのを感じて、紗穂は手を伸ばしてそっと触ってみた。紗穂の手が当たると、それがビクッと大きく跳ねた。

「うッ！」

　檜山が思わず呻めき眉根が寄せられる。その表情が色っぽくて、紗穂は思わず見惚れてしまう。自分がこんな顔をさせているのだと思うと、少しだけ優位に立った気がして、気持ちが大きくなってきた。

　もう少しだけ……。と屹立に手を添えギュッと握った。

「あぁ……紗穂、もっと触ってくれ」

　懇願され、紗穂は身体を起こして屹立を掴み檜山に視線を向ける。ベッドヘッドに背中を預けた檜山は、跪いて屹立に顔を近づける紗穂を欲情に満ちた顔で見つめている。

　紗穂は迷わずそれを口に哺み舌で舐め上げた。手を添え、口をすぼめて上下に動かしてみると、屹立がますます容量を増し固くなっていく。

　根元まで哺むのは、喉に引っかかって嘔え吐ずきそうになるので断念した。檜山の手がシーツを掴み、快感に耐えているように見えて、紗穂は満足感を得る。

「直斗、気持ちいい？」

　咥えたままで尋ねると、屹立がビクビクっと震える。

（可愛い……）

　大きくて固くて重い、獰猛なこの肉棒も含めて、檜山が愛おしくてたまらない。もっと可愛がってあげようと思ったが、紗穂の頭に手が伸びて動きを止められる。

「紗穂、これ以上吸われると……」

「イっちゃう？」

「うん。紗穂の中に入りたい」

　紗穂は顔を上げて、口元を拭う。

「残念、直斗ってば可愛かったのに」

　そう言って揶揄うと、檜山の目がキラッと光った。

「じゃあ……紗穂も可愛がってあげるよ」

　そう言うと、紗穂の身体を反転させて、後ろから抱きしめる。髪の毛を前に流し、首筋に舌を這わす。舌で舐め上げ、吸いつかれ、耳朶に息を吹きかけられ、紗穂は身体を小刻みにゆらして愛撫に耐える。

「ん……ッ！　っ、あぁ……ん」

　首と耳が極端に弱いので、あっという間に大勢は逆転される。背後から乳房が揉まれ、先端を指で摘まれ擦られると、紗穂は甘い声を漏らせ腰を揺らす。

「あっ、あ、あ、やぁ……くびぃ、よわいの……ぉ」

「知ってる。好きだろこれ？」

「や、ばか……っ」

　乳房を弄られながら、肩から鎖骨までを吸われ甘噛みされて紗穂は狂いそうになる。

「はぁっ、はぁ……ッ、やぁ、跡付いちゃう」

「悪いな、止まれない。しばらく髪を下ろして仕事をしてくれ」

　今までこれほど激しく吸われたことなどないのに、今日は抑えが効かないみたいだ。お尻の下で存在を激しく主張している屹立に、紗穂は手を伸ばしてギューッと握った。

「う……」

　檜山が一瞬動きを止めて呻いた。

　しかしすぐに鎖骨のあたりを強く吸われ、そのままベッドの上でうつ伏せにされる。腰を引っ張り上げられてお尻が持ち上がり、四つん這いにされる。

　恥ずかしい体勢のままで後ろを振り返ると、檜山の危険な色気をたたえる眼差しに捉えられる。

「直斗、これって……」

「紗穂、そのまま」

　この格好が恥ずかしくて、腰を落とそうとしたけれど檜山に阻まれる。少しばかり不安な気持ちで次の動きを待っていると、秘所にいきなり手が伸びてきた。

　滑る秘所を指で撫で、浅い場所をかき混ぜられる。膣口から入ってきた指に中壁を軽く擦られただけで、紗穂は愉悦に喘ぐ。

「あぁッ！」

「なあ、中ぐしょぐしょだ。紗穂、腿まで漏れてきた」

「い、わな……いでぇ」

　手をついていられなくて、頭がシーツに着地する。指で奥まで突かれると、中襞がわななき、快感で体が震えてくる。抽送は繰り返し続き、気が遠くなりそうだった。

　ヒップの丸みに熱を感じた瞬間、紗穂は痛みを感じて、檜山に噛まれたのがわかった。

「や、噛まな、い」

「美味しそうに突き出しているのが悪い」

「わ、悪くな……いも、ん、あ、ひぃ……っ」

　膣中の指をクイっと曲げられ、中が抉られ激しい快感に悲鳴のような声を上げる。二本に増えた指を最奥近くまで何度も行き来され、紗穂はあられもない声を上げる。

　秘肉がキューッと指を締め付け、愛液が腿を伝いシーツに滴り落ちると、腰がブルブルと震え座り込みそうになる。

「紗穂、イッた？」

　わかっているのに、嬉しそうに聞くのだ。

「ん……ちょっと」

「ちょっとだけ、なのか？」

　揶揄うように甘く問いかけられ、紗穂は小さく頷く。

　紗穂が甘い余韻に浸りながら、正座をした格好でまどろんでいると、避妊具を着けた檜山がヒップに手を当てる。熱い掌を感じ紗穂は振り返る。いつも檜山の手は温かく、触れられるだけで紗穂の体温は上昇するのだ。

「紗穂、いい？」

「ん、来て……」

　両手がウエストを掴み、背後から蜜口に固いものが押し当てられる。

　檜山が屹立を掴み、滑る蜜口に押し当てそのまま円を描くように擦り付けると、ねっとりと甘い愉悦に秘肉がひくつき内股がガクガクと震えだす。

「あぁつ……！」

　心地よさに思わず腰を揺らすと、ぬるぬるとした蜜口に屹立が入り込む。ほんの少し入っただけでも後ろからはキツくて、紗穂の息が乱れる。

「はぁ……っ」

　息を吐く紗穂の後ろから、檜山が髪の毛を撫で横に流すとあらわになった首筋に舌を這わせ吸い付く。

「あっ！」

　くすぐったさと快感を同時に感じ思わず肩をすくめるけれど、首への愛撫は続く。

「紗穂、挿れるぞ」

　いきなり声がかかり、怒張する屹立が一気に埋め込まれる。その衝撃に前につんのめりそうになるのを踏ん張った。腰を引き、穿たれ、隘路がザワザワとひくつく。その圧倒的な物量に息さえも浅くなるほど。

「う……」

　紗穂の呻き声を聞き、檜山が動きを止める。

「大丈夫か？　苦しかったら止めるよ」

　紗穂は振り返り檜山を見上げる。

「ん……すごくキツいんだけど……でも、なんか不思議な感じ」

「そうか？　じゃあこれは？」

　檜山が秘所に手を伸ばし、固い花芽を擦ると、紗穂は腰を震わせて喘ぐ。

「ぁあ……ん」

　ズブズブと背後から穿たれ、愛液でぬるついた淫芽を指の腹で潰され、擦られて、隘路が激しく痙攣する。辛いけれど、怖いくらい気持ちよくて、紗穂の手足がぶるぶると震える。

　剛直は、今までで一番大きく固く感じられ、最奥に難なく到達する。膣中が一気に満たされる感覚に、紗穂の肌がゾワッと騒めく。

「ふ……、ぁあ……っ、あ、やぁ……」

「紗穂、大丈夫？」

「ん……」

　そう声をかけられながら穿たれ、紗穂は小さく頷く。乳房が物欲しそうに揺れシーツで先端が擦られる。その刺激にさえも感じてしまい、紗穂はヒップを揺らしながら喘いだ。

「あ、やぁ……ん」

　淫芽はこれ以上ないくらい赤く腫れ、痛いほどの快感を紗穂にもたらす。突かれるたびに秘襞が滾りにまとわりつき、隘液がとめどなく流れシーツを濡らす。

「はぁっ、はぁ……っ」

　もう限界かもしれない。紗穂が崩れ落ちそうになる瞬間、檜山が腰を引き、深く押し入ってきた。最奥まで届いた衝撃に、中壁が激しく痙攣する。

「んあっ！」

　身体が前につんのめり、紗穂は頬をシーツに押し付ける。

「ああ……すごい」

　感極まった声で檜山が呟くけれど、紗穂はシーツに顔を押し付けて喘ぐのみ。

　固く張り詰めた昂りが埋められるたびに、紗穂の口から嬌声が漏れ、聞くに耐えない淫らな音が寝室に響き渡る。

　隘路を押し広げながら何度も穿たれていく内に、剛直は物量を増し、紗穂は身体を埋め尽くされるような感覚に陥っていく。

　再び一気に最奥まで貫かれ、腰から全身に愉悦が広がる。檜山の汗が紗穂の背中を濡らし、シーツにもポタポタと落ちる。二人はぬらつく身体を擦り合いながら、浅い息を繰り返す。

　そうして紗穂は、絶頂の波が来るのを感じていた。

「あっ、ああぁぁーーー」

　広いベッドが軋む音が聞こえる。肌の擦れる音、檜山の荒い息、そして自分が発する細く高い声。

　抜ける寸前まで腰が引かれ、ズン！　と音を立てて入ってくる。最奥まで穿たれて、衝撃を感じた瞬間、紗穂は深く達した。

「あ、ひ、なおと……、あ、や、イク……ッ！」

「さ、ほっ」

　中をゴリッと擦られた後、檜山が精を放ったのを感じた。快感で震える蜜口から脈打つ剛直がゾロリと抜かれると、下腹部が疼き肌が粟立つような感覚が背中から広がり、思わず身体が震える。

　檜山が紗穂の肩にキスを落とし、ドサッとシーツに横たわる。力強い腕に引き寄せられ抱きしめられると、紗穂は温かい胸に顔を埋めて身体の力を抜いた。

「も、無理」

　そう呟くと、紗穂は意識を手放したのだった。




　濃厚な夜を過ごした数日後、檜山は弟に、『紗穂に嘘を吹き込むな。今後何かあれば厳しく対処する』と言い渡したらしい。

　その報告を受けた紗穂は、どうせあの弟のことだから、檜山の言うことを真剣に考えたりしないだろうと思っていた。

（帆夏のこともあるし、今度何かあったら、アイツに一矢報いたいのよね……）

　そんなことを思い悶々としていた。

　そんな折、医局のくつろぎスペースで紗穂が中野医師とコーヒーを飲んでいると、檜山が戻ってきて遅い昼食を摂り始める。

　紗穂の隣に陣取って食事をするものだから、医局内で目立って仕方がない。檜山は交際がバレても問題ないというスタンスなので、普段通りに話しかけてくる。紗穂も腹を括って普通に話をしていた。

　中野も面白がって合いの手を入れるから、割と楽しく会話が弾む。

「今日当直だったけど、医局長と変わって明日になった」

「そうなの？」

　最近檜山が紗穂のマンションに入り浸るので、彼が当直の今日は一人でダラダラ過ごそうと思っていたから少しだけ残念だ。

　仕方ない、檜山のために何かボリュームのある料理を作ろうと、紗穂は冷蔵庫の中にあるものを思い出していた。すると檜山が嬉しいことを言う。

「紗穂も当番じゃないんだろう？　どこかで食べて帰ろう」

「あっ、了解」

「じゃあな」

　昼食を終え、言いたいことだけ言うと、さっさと医局を出ていく。午後から手術が多いのだろう。檜山を見送った後、中野が紗穂の肩を突っつく。

「順調なようで何より」

「……お目汚しを、失礼いたしました」

　そう言って頭を下げると、中野がため息をつく。

「私さあ、実は学生時代から檜山先生ちょっとだけいいなーって思っていたんだよね」

「え、そうなの？　でも大学は違うでしょう？」

「うん。大学の付属校で、私が中学に入学した時に檜山先生は高等部で、彼めちゃくちゃ目立っていたんだ。弟は選抜クラスで一緒だったけど、兄と真逆の嫌な奴でさあ……」

　弟と聞いて、紗穂は内心でイラっとする。アイツの話題でさえも避けたいくらい嫌いだけど、奴の評判が少し気になる。

「そんなに嫌な人だったの？」

　紗穂は弟の性格を知らないふりをして中野に尋ねる。すると、中野がブルッと身体を震わせる仕草をしながら大きく頷く。

「ええ、ええ、何年経っても忘れられないほど。性格が捻じ曲がっている上に幼稚で、勉強ができるだけの邪悪なジャイアン。おまけに今の赴任先でも最悪最低なことをしているらしい。彼の最悪エピソード聞く？　気分が悪くなること必至だけど」

「聞く。中野先生、詳しく聞かせてもらってもいい？」

　嫌なやつのエピソードだけど、これからも彼は嫌がらせを仕掛けてくるかもしれないから、自衛のために聞いておいて損はないと紗穂は思ったのだ。







６．紗穂の逆襲








　紗穂と檜山は佳き日に入籍を果たし、入籍から間を置かずに休暇をとり短い新婚旅行に行った。

　旅行から戻り檜山の実家にお土産を持参すると、間の悪いことに弟夫婦が来ていた。直哉を避けていた紗穂は、直斗の影に隠れてなるべく目立たないように過ごす。

　直哉の顔を見るのも無理だったけれど、それを態度に表すのは義両親に悪いと思い我慢したのだ。出された紅茶を黙々と飲んでいたら、飲みすぎてしまいお手洗いを借りることにした。

　我ながら何をやっているんだと可笑しくなってくる。トイレから出て廊下を歩いていると、出会い頭に直哉にぶつかりそうになった。

「おっと、お義姉さん、大丈夫ですか？」

　そう言ってニヤニヤしている。

　はあ？　話しかけんな。と言いたいところをグッと我慢して、無表情に徹する。

「大丈夫です」

「そうですか、それはよかった」

　すれ違いざま、直哉に腕をいきなり掴まれてギョッとする。直哉はあろうことか、顔を近づけ小声で紗穂を威嚇し始めた。

「おい、俺の嫁に絶対に余計な話をするなよ！　もし俺の不利になるようなことを言ったら、お前の実家の商売ができないようにしてやるからな」

「はあ？」

　直哉に凄まれて、紗穂は思わず声を上げた。声が大きすぎたので、キョロキョロと辺りを伺ったが、家人はリビングから出てこない。

　こうなったら、売られたケンカは買うしかない。紗穂は直哉の手を払って声を上げる。

「丁度よかった。あちらで詳しい話をしようじゃないの」

「おいっ、何するんだ？」

　紗穂は、逃げようとする直哉の腕を両手でがっしりと掴みキッチンに引っ張って行く。ここなら当分家人は来ないだろう。キッチンの流し台に背中を預け、紗穂は腕を組んで直哉を見やる。直哉はテーブルに腰をかけ、こちらを睨みつけている。

「なんだよ？　言いたいことがあるなら、さっさと言えよ」

　不貞腐れた口調で直哉が威嚇する。紗穂は早いうちに話を終わらせようと思い口火を切る。

「お前の実家の商売がなんたらって、どの口が言ってるの？　ふざけるな。私に指図をするな。大人しくしていれば許してやろうと思っていたのに……直哉君、君の学生時代の黒歴史から今に至る悪行の数々はしっかり握っているからね。嫁に知られたくないのなら、大人しくしていなさい」

「なっ……！」

　簡単に支配できると思っていた兄嫁が、急に強気になったものだから、直哉は急にオロオロとしはじめる。

「何を知っているって言うんだ」

「最近では、もちろん私の従姉妹のことだけど、なんならおたくの嫁に伝えてもいいんだよ。それから、今いる病院の看護師と……」

「な、何をッ！」

　看護師のことは、先日中野医師との話の中に出てきたものだ。直哉が勤務する病院に中野の友達がいて、面白い話を聞かせてくれたのだった。この男、叩けばいくらでも埃が出る。

　直哉は真っ赤な顔をして、口をパクパクさせている。

「とにかく、バラされたくなければ大人しくしておくことね。私は今でも君を殴ってやりたいくらい腹が立っているのよ。そこのところ理解して、真面目に仕事だけしていなさい。以上！」

　紗穂は言いたいことだけ言ってリビングに向かうが、怒って追ってくるかと思われた直哉に動きはなかった。

　これだけ脅せば、しばらくは大人しくしてくれるだろう。残念なことだけど、これからも直哉の監視は怠らないようにしておこうと紗穂は決めた。

　だって、数年後に夫の直斗は檜山総合病院に戻り院長となる予定なのだから。病院運営の妨げになるような不安要素は、いざとなれば取り除くに限る。

（女性を甘く見ると痛い思いをするってこと、骨の髄まで教え込まなくちゃ）




　二人が一緒に暮らす自宅マンションに帰る途中、直斗が謎の笑みを浮かべて紗穂に問いかける。

「キッチンで直哉に説教をしたみたいだけど？」

「……えっ、どうして知っているの？」

「紗穂がトイレに行った時に直哉が消えたから、心配になって見に行ったんだよ。言い争いをしていたから、助けに出ようと思っていたんだ」

　あれを檜山に見られていたとは……紗穂は一気に恥ずかしくなった。

　紗穂は指のささくれをチェックするふりをして、気恥ずかしさを隠す。

「ちょっと喝を入れてあげただけ。本当は一発殴ってやりたかったけど、問題を起こすといいことないもんね」

「紗穂、君って人は……」

「いちいち凄んでくるから鬱陶しくて。でも安心して、こちらは地獄耳だって教えてあげただけだから」

「信頼しているから大丈夫。無理しないようにだけしてくれよ」

「うん、わかった」

　蕩けそうな笑みを向ける檜山に紗穂も笑顔を見せる。弟への警戒心は消えていないのだとわかって安心した。そして、妻である紗穂を一番に想っていることも……。




　その夜、紗穂が風呂から出て洗面室で肌の手入れをしていると、檜山が廊下から覗きこむ。

「なあ、もう寝ないか？」

「お手入れしてから。あ、そうだ、私の基礎化粧品の使い方をレクチャーしようか？」

　本気で言ったのではない、あくまでも檜山を洗面室から追い出すための作戦だった。しかし、予想に反し檜山は頷いて入ってきた。

「一応聞いておこうかな」

（えっ、本気なの？）

　驚きながら紗穂は化粧水から最後のクリームまでを実技を交えて説明する。両手で顔を覆いクリームを馴染ませてから手を離すと、檜山は何やら頷いている。

「この作業を毎回やっているから肌が綺麗なんだな。今度紗穂が酔っ払って寝ても、俺が代わりにしてやるから安心しろ」

「り、了解。よろしくね」

「じゃあ、紗穂、ベッドに行こう」

　檜山は待ちきれないという様子で紗穂の手を握り寝室に向かおうとする。

「あっ、ちょっ！」

　髪の毛もブラシで梳きたかったのに、檜山に促されながら、慌ただしくお手入れを終えるのだった。

「……あッ！　やぁ、そこダメぇ……」

　紗穂は今、シーツの上でうつ伏せにされ、両手の自由を奪われて、逞しい身体に背後から貫かれている。

　よくこんな不自由な体勢で挿入ができるものだと、檜山の熱意にある意味感動するが、そろそろ余裕がなくなりそうだ。

　後ろから突かれると、どうしてだか中の剛直がより大きく感じられて、快感が持続する。ゆっくりと何度も突かれていると、絶頂に達しそうで届かない、緩い快感がもどかしい。

　首筋に息を吹きかけられ、熱い唇を押し付けられると、愉悦に背がブルブルと震える。その刺激で膣中が締まり、また新しい快感が生まれる。

　快感の無限ループの中で、紗穂は喉を枯らせて喘ぐが、まるで甘ったるい拷問みたいだと感じる。

「はぁ……っ、あ、んっ、なおとぉ……もうっ……」

　生殺しみたいな緩い快感から早く脱出したい。紗穂は檜山に懇願する。

「紗穂、何？　どうしてほしいの？」

　わかっているくせに聞くのだ。紗穂は涙目で振り返り、檜山に乞う。

「もっと……激しく……して、くださ、い」

　嗜虐趣味ではないものの、普段強気な紗穂が涙目で訴えると檜山は酷く興奮するようで、嬉しげに頷く。

　剛直がゆっくりと抜かれ、紗穂は仰向けにされた。赤くひくつく蜜口に昂りを押し当て、紗穂の身体にのしかかる。

　蕩けきった蜜口から昂りが押し入ってくる。グチュグチュと淫らな音を立てながら、隘路を広げ奥へと進む。奥まで届くと、何度か軽く突かれ、愉悦が腰に広がる。

「あん……っ」

　小さく喘ぐとキスが落とされ、生温かい舌を絡ませあう。

　キスをされると、まるで故郷に戻ったみたいな心地になるから不思議だ。紗穂は檜山のキスの味が好きだ。そうでなければ結婚しなかったと思うほど。

「んっ……、んっ、んふぅ……」

「紗穂、激しくするよ」

「ん……」

　腰を大きく引き、一気に昂りを沈められると、その心地よさに背がしなる。最奥をぐちゃぐちゃにかき混ぜられ、あまりの狂おしさに目をギュッと閉じる。

「はぅ……ん！」

　秘襞がひくつく感覚が、めまいを覚えるほどに気持ちよくて、もっと突いてほしいとねだりたくなる。奥深くを穿たれるたびに、秘肉が剛直を締め付けて絡みついていく。愉悦に紗穂の瞳は潤み、頬が上気していく。

「直斗ぉ、もっと……」

　うわごとのように願いを口にすれば、ゆっくりと力強い抽送を繰り返され、紗穂はビクビクッと腰を震わせて突き上げる。

「あっ、あぁっ、あっ、そこ……っ！」

「ん、ここか……？」

　削り取るように秘肉を穿たれ、ゴリゴリと擦られて、強烈な喜悦が身体を突き抜ける。

　望み通りに奥を突かれ、感じやすい部分を強く擦られるたびに、秘襞が滾りを締め付け離すまいとする。脳が痺れるほどの気持ちよくて、陶然とした心持ちになっていく。

「あぁ……」

　檜山が熱っぽいため息を吐き、紗穂を見つめる。

「紗穂、達っていいか？」

「うん。イって」

　屹立がズルズルと引き抜かれ、寂しいと感じたまもなくズシン！　と衝撃を感じて紗穂はのけぞる。

　さっきまでゆっくりと突いていた場所に、激しく腰を叩きつけられて、紗穂は離されないように檜山の腕にしがみ付く。檜山の首筋から滴る汗が紗穂の肌を濡らすけれど気にならない。というか、もっと檜山の体から出てくるもので全身を包まれたいとさえ思う。

　抽送のたびに淫らな音が響き、紗穂の喘ぎ声が大きくなっていく。

「ひ、あぁぁっ！　あぁ……ん、そこぉ……、あぁっ、はぁッ！」

　リズミカルに突かれるたびに、秘肉が抉られ甘い疼きが強くなっていく。紗穂は内股を震わせ、艶かしい声を上げながら、迫り来る絶頂を感じていた。

「あぁん、なお……と、好きぃ、ぎゅっとして……」

　檜山に手を差し伸べて、子供みたいに甘えた声でねだる。

「紗穂っ」

　願い通り、強い力で抱きしめられて、紗穂は檜山の腰を受け止める。

　ズンッ！　と最奥に押し込まれた昂りは、子宮の底を押し上げるような勢いで激しく突いてきた。

「はぅ……ん！」

　強烈な快感を覚え、紗穂の目の前が真っ白になる。甘い声など出せず、ただ身体を小刻みに震わせて……紗穂は達した。
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　医師同士の夫婦の場合、一緒に夜を過ごせる日は少ない。ましてや檜山は整形外科医なので、急に呼ばれることもある。

　それでも、昨夜は甘く濃厚な夜を過ごせて、紗穂は満足だった。

　朝食を済ませ一緒に玄関から出る寸前、檜山が紗穂の腕を取り引き寄せる。

「いってらっしゃいのキスがまだだ」

「え、だって遅刻……っ」

　昨夜十分に満たされた紗穂には、朝からイチャイチャする気はないのだが、檜山は違うようだ。こうしてキスをせがむことが多い。

「お出かけ前にキスをすると、幸せホルモンが分泌されるんだぞ」

「何それ？　インチキドクターみたいなこと言って……あ、やあんっ！」

　時間がないというのに、紗穂は噛み付くようなキスをされ、夫に強く抱きしめられる。舌が絡み、唾液が口の端から漏れはじめる。

　結局応えてしまうのだ。だって、檜山のキスは紗穂の大好物だから。

「ん、ふ……」

　熱が離れても、紗穂の目はとろんと霞んで、蕩けた顔を晒している。

「あー、仕事に行かず紗穂と篭りたい」

　抱きしめた紗穂の首筋に顔を擦り付け、拗ねた子供のような口調で檜山がぼやく。それを聞いた紗穂は、ハッとして正気に返る。

「はっ……！　いちゃついてる場合じゃなかった。直斗、仕事っ！」

「しゃーない、行くか」

　そうして二人は手を繋ぎ、玄関を出るのだった。
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　こんにちは。連れん城じょう寺じのあです。

　本作を読んでくださり、ありがとうございます。

　濃密ラブルージュさまで二作目となるこの作品は、漢気のある女医とイケメン整形外科医とのラブストーリーです。

　彼らは、とある出来事がきっかけで偽婚約者を演じることになります。

　最初は乗り気でなかったヒロインでしたが、一緒に過ごすうちに積極的なヒーローに惹かれていき、やがて二人は本物の恋人同士となっていきます。

　表紙イラストは、小お島じまちな先生です。扇情的なポーズなのに色合いが優しく、素敵なイラストに仕上がっていて、すごく気に入っています。

　先生、ありがとうございました。

　華麗なイラストと共に、本作をお楽しみいただけたら嬉しいです。






連城寺のあ
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